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ラフ ラリー ジャ パン 
初 タ ー マ ッ ク WRC の 衝撃 


SG SN る の 2022 ス ー パ ーGT > YS まで 
GT500 小 代 差 バト ル の 結 各 。 も て き 最 終戦 多角 レポ ー ト NN 
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“ライ ント レー ス " じゃ 走れ な いで すね 」 

テス ト 2 日 目 午前 の 走行 を 終え た 石浦 明 に イン 
プレ ッ シ ョ ン を 聞い た 際 、 出 て きた 言葉 だ 。SF19 
で は ライ ント レー ス が 極め て 重要 だ 。 ク ル マ に ムダ 
な 動き を させ ず に で きる だ け 高 い 速 度 を 維持 する た 
め の 管 理 が ドラ イ バ ー に 求め られ る 。 ダ ウン フォ ー 
ス が 抑制 され た 新 エ アロ パッ ケー ジ を まとっ た 裳 
型 車両 " の 場合 、 そ れ だ け で は パワ ー が 路面 へ 有効 
に 伝え られ な いこ と が コー ス サ イ ド で 見 て いて も 明 
確 だ っ た 。 

逆 バ ンク に お いて 石浦 は 、 少 し アウ ト か ら ア プロ 
ー チ し て フロ ント タイ ヤ を 使い 姿勢 を 作っ て か ら 進 
入 。 で きる だ け 早 く ス ロッ トル に 足 を 乗せ て クル マ 
を 前 に 滑ら せ て いく 。 もう 1 台 の テス ト 車 を 担当 す 
る 塚越 広大 は 対照 的 な アプ ロー チ 。 直線 的 に 最短 距 
離 で 進入 し た 後 、 ス ロッ トル オン で 向き を 変え て 、 
続く ダン ロッ ププ コーナー ヘラ イン を つなげ て いく 。 
た っ た 2 台 、 ふ た り の ドラ イ バ ー の 間 で も 考え 方 は 
分 か れ て それ が 外 か ら 見 て 取れ た 。 

ムダ は 厳禁 、 ラ イン トレ ー ス 命 の SF19 の 場合 に は 、 
個性 を コー ス サ イ ド で 見 つけ る の は 至難 の 技 だ 。 僅 
差 の 接戦 が その 理由 で も ある が 、 立 ち 上 が り の アン 
ダー が 多い か 少な いか 、 進 入 速 度 の わずか な 差 ぐら 
いし か 違い が 認め られ な い 。 


テス ト 車 両 “ 白 寅 "“ 赤 寅 " に 新 
型 エ アロ を 装着 し て テス ト 。 ホ 
ンダ 陣営 が 走ら せる “ 白 寅 ” は 
塚越 広大 が 担当 する 。 


新 エ アロ の コン セプト は 、 タ ー ビ ュ ラン ス を 低減 
する こと で 接近 し た 走行 を 可能 に し て オー バー テイ 
ク を 容易 に する こと 。 そ の た め に 前 後 ウ イン グ は 乱 
流 を 減ら す た め の 形状 を 採用 し ダウ ン フ ォ ー ス は 失 
われ る 。 こ れ を フロ ア で 発生 させ る ダウ ン フ ォ ー ス 
を 増やし て 補う 。 結 果 と し て トー タル の ダウ ン フ ォ 
ー ス は SF19 対 比 で 削減 され る こと に な る 。 

この こと 自体 が "コー ス サ イ ド 観 戦 派 " か ら す る 
と 歓迎 すべ きこ と だ 。 パ ワー を 持て 余 し た マシ ン を 
ドラ イ バ ー が どう 御 す る か 、 そ の ワザ こそ が 見 た い 
と ころ な の だ か ら 。 速度 管理 の 巧 抽 し か な い の な ら 、 
わざ わざ コー ス サ イ ド で 見 る 必要 も な い 。 こ の まま 
の パッ ケー ジ が 維持 され る な ら (12 月 に 最終 仕様 
を 確定 予定 )、 仮 に 所 エア ロ で ラッ プ タ イ ム が 2 
3 秒 落ち た と し て も 、2023 年 シー ズン の スー パー 
フォ ー ミ ュ ラ は 予選 が 見 も の だ と 断言 する 。 ド ライ 
バー の 個性 が ドラ イ ビ ン グ で 表現 され る こと に な る 
だ ろう し 、 ド ライ バー に は 発想 の 転換 も 求め られ る 
は ず だ 。 ち な み に 連 続 王者 を 獲得 し た 野尻 割 紀 は S 
字 の 走り を し っ か り チ ェ ッ ク し て いた 。 


スー パー フォ ー ミ ュ ラ 最終 戦 を 
週末 に 控え た 10 月 26 一 27 日 、 鈴 
鹿 サ ー キ ッ ト で テス ト は 実施 さ 
れ た 。 テ スト を 担当 し た 石浦 の 
感覚 で は ダウ ン フ ォ ー ス (DF) 量 
は 多い 方 か ら SF19、SF14、 新 
型 の 順 。 速度 に よる DF 量 変化 は 
新型 が 最も 少な いと いう 。 タイ 
ヤ 評 価 の た め の ロ ング ラン で ラ 
ッ プ タイ ム は 1 分 43 一 44 秒 だ っ 
た 。 乱 流 拡散 の 抑制 を 狙い フロ 
ント ウイ ング の フラ ッ プ 、 糞 端 
板 形 状 は 大 きく 変更 され て いる 。 
新型 車両 開発 の 詳細 に つい て は 
次 号 掲載 予定 。 
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MOIEGI GT 30@ 
だ / 必 7/ ガ が ルル 


自力 で チャ ン ピ オ ン 獲 得 の 権利 を 有する の は 3 台 
その 3 台 と も が 今季 に な っ て 新 コ ン ビ を 結成 し て お り 
ふた り で チャ ン ピ オ ン 和 争い を 戦っ た 経験 は な か っ た 講 
GT500 ク ラス 年 間 ド ライ バー ズ タ イ トル 獲得 

その 重み が 圧力 と な り ド ライ バー と チー ム を 押し 潰 そ を うと する 
この 状況 下 で 平常 心 を 保つ こと が どれ だ け 困 難 な こ と か 
未経験 者 に は 理解 する こと は 困難 だ 

未知 の 戦い が 、 い ま 、 始 まろ うと し て いる 


Photo @⑱ 田村 翔 (GSho Tamura) 
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チー ム と し て ニス モ に と っ て チャ ン ピ オ ン 争 い の 経 験 は 豊富 。 L 』 
し か し 未経験 の バー 回 二 の コン ビ で タイ トル 争い に 挑ん だ 経験 は そう 多く は な W5 


人 


監督 を 補佐 し て ドラ イ バ ー と エン ジニ ア の パイ プ 役 と な り 、 ド ライ バー に 寄り 添い 鼓舞 し て 計 談 
イン パル 星野 一 樹 テ クニ カル マネ ー ジ ャ ー に と っ て も タイ トル 争い は 未知 の 経験 と な る 。 「 
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SUPER GT Round 8 PhotOo Dioi ら GS て 


Photo @ 田村 翔 (GSho Tamura) ノ 草 皆 茂 則 (SGhigenori Kusakai) 


ロ 履 朋 / ル 6/ 人 (用 / ガル 
氷 境 の 一 朋 


シク イン の 2 人 S 雪 み | 選 ク トリ 厨 ョ ー 
ナー」 立ち 上 が り の 縁石 の 外 に は 舗装 され た ゾ 
ー ン が ある が 、 先 に 進む に 従い 縁石 と の 段差 は 
大 きく な り 最 終 的 に 5 cm くら い の 落 差 が ある 。 
2 の 用 N2X0 の ンク アニ 2 さき I2elK7G09 
車 高 を 下げ た 61 号 車 SUBARU BRZ R&D 
SPORT が 腹 を 摺 る に は 充分 過ぎ る 高 さ だ 。 

予選 02 終 盤 、 セ クタ ー ベ スト を 更新 し な が ら 
ビク トリ ー コ ー ナ ー に 飛び 込ん だ 61 号 車 の 車速 
EuEzs2pnkeo=lKGASAE al ジーIN ea 二 Ne 
勝る GT-R を 相手 に 逆転 タイ トル を 獲得 する た め 
に は ポー ルポ ボ ポジ ショ ン は 必須 。 ス ロッ トル を 戻 
すわ け に は いか な い 。 前 後 輪 が 縁石 を わずか に 
越え た 61 号 車 は コン トロ ー ル を 失い サイ ン ガ ー 
還 の ョ レグ クリ 痕 ドク 90 (の ん クノ 。 
7 

生か ここ で 久作 ドル 省 い が 衝 わ っ た わ も ゆな 
は な か っ た こと は 結果 が 示し て いる 。 ラ ン キ ン 
クト ッッ ク 56 号 車 り ライス 国産 カ 三 ツク チッ 
レン ジ GT-R と は 2.5 ポ イン ト 差 の 決着 。 も し 決 
勝 で トラ ブル が 出 ず 、 ガ ス 欠 も な く な ん と か 8 
位 に 計 い 上 が っ て 3 点 が 得 ら れ て いた と し た ら 
9 。 一瞬 先 すら 分 か ら な いか ら こ そ ぞ レ ラ 劉 に 
価値 が ある 。 
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民有 DUW ル 
未知 の タイ トル 決定 戦 
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SUPER GT Round 8 Phnoto IDidiGS せ も 


ロ 】 履 朋 //6/ 人 (用 / ガル が 
氷 境 の 一 朋 


涙 を こら えな が ら 千 代 は あの 時 の 状況 を 反 笛 
し て いる よう に 見 えた 。「 オ レ ら か ら す る と アレ 
は 悪く な い 」。 チー ム ス タ ッ フ が 声 を か ける 。 確 
か に 4 コー ナー で クロ ス を 掛け て 5 コー ナー に 
向け て アウ ト か ら ブ レー キン グ 競 争 を 挑ん だ 
ARTA NSX-GT 野 尻 に 対し て イン 側 の 
CRAFTSPORTS MOTUL Z 千 代 は ライ ン を キー 
プ し な が ら ポ ジ シ ョ ン を 守っ た よう に 映像 で は 
見 えた 。 し か し わずか に その ライ ン は 膨らみ 
ARTA NSX-GT を 押し 出す 形 に な っ た 。 ド ライ 
ブス ルー の 裁定 が 下り 後退 。 

最終 戦 を 前 に タイ トル 争い か ら は 脱落 し て い 
た ARTA NSX-GT に 失う も の は な い 。 対 する 千 
代 選 ポイ ン トリ ニシ SU て アク ン テ ン ド 旧 失 
対 に 避け な けれ ば な ら な い 。 非 対称 の 戦い な ら 
ば 、 そ れ は それ で 対応 の 仕方 が あっ た か も し れ 
な い 。。 し か し レポ ジン ショ ン を 失 え ば ライ バル と の 
ポイ ント 差 は 詰まっ て いく 。 あ の 時 どう する べべ 
きだ っ た の か ……。 一瞬 に 1 シー ズン が 凝縮 さ 
れる の も レー ス の 定め だ 。 
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[スー パーGT 特 集 ] 
4 私 必 W ア 
未知 の タイ トル 決定 戦 


Photo @ 平田 勝 (Masaru Hirata) ノ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) ノ 折原 弘之 (Hiroyuki Orihara ン ollie) 
草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) ン 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawara) 


OLLE/ORIHARA 


ThreeHnnn 


特殊 な 路面 。 特異 な 環境 


も て ぎの 路面 表面 は アス ファ ルト の 目 が 細か く 
比較 的 ミュ ー は 低め 。 そ こ に この 季節 な ら で は 
の 環境 要因 が 加わ る 。 踏面 温度 は 低く 変化 幅 も 
大 きい 。 事 前 テス ト を し て も 万 全 の 準備 は 困難 
だ 。 予選 も アタ ッ ク し て みな けれ ば 準備 の 成否 
は 分 か ら な い 。 


あき ら め な けれ ば 活路 は ある 


序盤 、 12 号 車 バ ケット に イン を 刺さ れ た 19 号 車 
国 本 は その まま 道 を 譲る こと は せ ず 反撃 を 試み 
る 。 戦 う 姿 勢 を 維持 する こと が チャ ンス に つなが 
る か も し れ な いし 、 次 に つなが る 。 少な く と も 
面倒 な 相手 と 印象 付け る こと は 重要 だ 。 


TY RESoRT MAC 
GI . み の MOBILI 凡 


それ ぞ れ の 思惑 と 位置 取り 


100 号車 牧野 は シン プル に 優勝 を 狙う の み 。 し か し 
02 を 坂口 が 担当 し 約 コ ンマ 1 秒 差 で 今季 5 度目 の 
ポー ルポ ボ ポジション 獲得 を 逃し た 19 号 車 国 本 は タイ 
ヤ の 内 圧 が 落ち 着く まで 序盤 の 2 3 周 を どう 耐 
える か が 課題 。 意 識 と し て は ディ フェ ンス に 向く 。 


ge ご vw パ 
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開発 競争 激化 の 証左 


昨年 の 芋 者 で あり 開幕 戦 も 制 し た GR スー プラ 。 
ここ ご 数 年 安定 し た パフ ォ ー マ ンス を 示し て きた 。 
し か し シリ ー ズ 中 盤 か ら 状 況 が 変転 し 始め た 。 課 
題 で ある コー ナー ミッ ド の アン ダー が 顕在 化 。 し 
か し これ も あく まで 相対 的 な も の 。 ライ バル の 
進化 に よっ て 課題 が 浮き 彫り に な っ た 格好 だ 。 
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最終 戦 だ か ら こ そ 


GT500 集 団 と GT300 集 団 が 最初 に 交錯 し た 3 コー ナー で 
アク シ デ ン ト は 発生 し た 。 お 互い 譲り 合い クリ ー ン な レ 
ー ス を する こと を 心がけ て いて も 、 僅 差 の 戦い が 待つ こ 
と を 許し て は くれ な い …… 。 そ ん な 雰囲気 の な か で マル 
チク ラッ ジュ と な っ て し まっ た 。 30 号 車 と 36 号 車 の 接触 
を きっ か け に 24 号 車 、25 号 車 、39 号 車 が 巻き 込ま れ た 。 


TO8Sawar9 
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Se ーー 
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ーー ーー ws ここ 
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イコ ュ 人 ーー 揚 
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ま mm < 4 


連鎖 する アク シ デ ン ト 


3 コー ナー の マル チク ラッ シュ 回 収 の た め に 出 
され た セー フ テ ィ カー ラン の 間 に GT300 の 隊列 
で 追突 事故 が 発生 。 隊列 は ピッ トロ ー ド を 通過 
し て アク シ デ ン トト 車両 の 回 収 を 待つ 。 幸 いな こ 
と に ドラ イ バ ー に ケガ は な か っ た 。 
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臣 EL 
間 
1 ンー ンー 
RE ーー 
タイ トル 奪還 に 順風 満 帆 
ルー ティ ン ピ ッ ト を ロス な く 終 えて 56 号 車 オ リ 
ベイ ラ は タイ トル 礁 還 に 向け て 順調 に 走り 出し 
た 。 し か し この 後 、 ト ラブ ル に よっ て 右 フ ロン re ー 
ト ホ イ ー ル が 脱落 し て し まい 3 輪 で ピッ ト へ と ーー 6 
戻る 。 ポ イン ト 和 獲得 は 絶望 的 。 近藤 監督 は トラ 5 ii 
ンス ポー ター の 小 部 屋 に 戻り ひと り 考 え を 巡ら レレ 
せ た と いう 。 そ し て チャ ンス は 再び 巡っ て きた 。 9 ピー 
と ー ー = m 
| F 凍 
| 
ーー で " "に 
最悪 条件 下 の 見 えな い 戦 い 
も て き ぎ は 最も 燃費 的 に 厳し い コ ー ス 。 さらに 低 
気温 は パワ ー を 出せ る 環境 で あり 燃費 は 悪化 方 w 


向 。 し か も コー ス 上 の ポジ ショ ン 確 保 の た め に 
は 給油 時 間 は 伸ばし た く な い 。100 号車 が 後半 
ステ ィ ン ト 序盤 に 逃げ を 打 て な か っ た の は 燃費 
を 稼ぐ た め 。 予 定量 が 給油 で き て いな か っ た か 
ら だ 。 残り 10 周 で 残 量 は 「 ポ ジテ ィ ブ 」 と な り 
逆襲 に 備え る こと が で きた 。 


T.0gasawara 


最後 まで 戦い 抜く 覚悟 
ドラ イブ スル ー ペ ナル ティ を 消化 、 ポ ジ シ ョ ン を 失っ た 
3 号車 の 後半 ステ ィ ン ト を 託さ れ た 高 星 は 17 号 車塚 越 に 
食らい つき レー ス 終 盤 に 4 番手 に 浮上 し て 、 さ ら に 上 位 
を 目指 し た 。 栄冠 に は 手 が 届 か な か っ た も の の 、 戦 い 抜 
く こ と が で き て 満足 し て いる よう に ゴー ル 後 の 高 星 は 見 
えた 。 そ の 目 は すでに 来季 を 見 据え て いた の か も し れ な い 
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p 魅せ る バト ル ・ ロ ング バー ジョ ン 


18 号 車 太田 と 10 号 車 富田 の バト ル は 半周 以上 並 走 の 
まま 続い た 。 お 互い 相手 の スペ ー ス を 残し つつ クリ 
ー ン ファ イト を 展開 し た 。 S 字 か ら V 字 間 で は 2 人 台 
は 真横 に 張り 付い た まま ライ ン を 描い て いた 。 展開 
次 第 で は 10 号 車 大 草 の タ イト ル 獲 得 の 可能 性 が あっ 
た が 届か な か っ た 。 
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いや 


\ せ 者 


mw 1 勝 の 重み 


毎年 タイ トル 争い に 絡ん で きた 100 号車 だ が 第 
7 戦 ま で は 未 勝 利 だ っ た 。 最 終戦 を 制 し た こと 
で ホン ダ 勢 の ラン キン グ ト ッ プ と な っ て シリ ー ズ 
を 終え る こと が で きた 。 ゴ ー ル 後に マシ ン を 止 
め た の は ガス 欠 で は な くく ウォー ニン グラ ンプ が 
点灯 し た た め 。 翌 日 の テス ト に 備え た 対応 だ っ た 。 


ゴ 
[ 訓 = 計 古 


速 さ と リス ク は 隣 合 わせ 


「 若 い ヤ ツ を 走ら せる と 金 か か る よ 」 と 笑う の は 
ARTA 土 屋 エ グ ゼ クティ ブ ア ド バイ ザー。 今季 
木村 が 絡む アク シ デ ン ト で 他 チ ー ム へ の 謝罪 が 
度 重なっ た 。 し か し その 苦労 は 報 わ れ て 会 心 の 
レー ス を 武藤 と 展開 し た 。 


2 プッ へ WI 、 有 | 議 2577 の (/ 
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S.Kusakal 
ライ バル へ の リス ベク ト 


戦い が 終わ れ ば ノー サイ ド 、 メ ー カ ー の 枠 を 越 
えて お 互い の 健闘 を 称え 合う 。 タ イト ル 争 い の 
重圧 か ら 解放 され た 新 王 者 は 、 経 験 値 を 増し て 
さら に 強く な っ て いく は ず だ 。 も ちろ ん 元 王者 
の ふた り も リベンジ を 碑 っ て いる は ず 。 
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草 皆 蔵 則 (Shigenori Kusakai) 
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全 タ イヤ 銘柄 が 性 能 発揮 、 
幅 改 


燃費 も 大 


へ 
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イ バ ル 陣営 を し て | 


油 時 間 が 短 す ぎる 」 と の 指摘 も 上 が る ほ 


ど 、 燃 費 性 能 の 改善 も 進ん だ 。 


全車 が 


大 き な 
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勝て な い 」 と の 松村 総監 
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今季 は 全 タ イヤ 銘柄 で 


渡さ な い 
下げ し な いと 
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「 上 位 で 争っ て いて も 、 ラ イ バ ル (【 
速 さ を 見 せ た 。 


ポイ ント を 
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貼 身 トマ ヘーーp レ 4 人 S 選 旬 
て IN ヘ PIN で くさ 更 昌 本 Ne KK 
サー ケーI ト NN 喘 弄 司 、 さ つ ^ 尽 
ヾ て 引 記 6G 弄 や 更生 つい で 飛 G の つ 
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つつ 9 
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| レ 邊 へ @ 油 誰 せ | 叶 革 玖 や づつ 
"正士 せ 束 結 立直 人 る で で レセ 
2J” 第 隊 ポー も さ K" の つの 〇 *J“ 
く て で 入 必 へ トド ーK ホ ー ヤ キトー リピ で 
AS を で で 人 疾 (SSR で ” 
心 っ 避 ロ ーK ウ 6 や 私 了 約 舞 証 StG 渦 
陣 到 玖 Ke 昭 ひし っ 二 | 

Nv つ し | p レ 他 く て で 入 心 へ トド ー 
K く や で へ ふじ 半 め ローK じ SG 
SIJG く トト ー 人 へ 心配 瑞 公 層 近 り 
臣 で QG や 7 

6 や ミル GS く SN ポー ドル へ KK 下 
Jp KーNIh お 抽 つ っ 戦 4n じ 殆 で で 
ト J ュ JJp- 械 WW つう" KN・ ト 和 ヘ と ・T 
ー へ て で ト ー6p レ 0 し お 7” 廿 臣 富夫 
G 夫 Yop 届 了 GN ト ふ ペ ー ュ っ JO 公 7 
NG 葉 鶴 シレ KーINihIh で てく ミリ 反 つ 
し 届 で 間 層 ひし っ ikG の の っ” 七 時 ロ 選 
ピロ で 燃 r く 0 で レベ 栄 思 人 ペー ドー っ ) 


の 万 4 ル 7 の 万 た 


TH 用 上 AL し DRIVIRG BIML 
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+D り 
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ー′ 束 過 @ 掴 せ 演 下 その や ン さ で や っ 
to YS で じゃ 村 本 昌幸 記 押入 KG 
3 表 人 し 約 ユ "つじ WS で せ 羽 G コ ヒ 
GSI 棚 人 代 ユ "7IN マ ミー 公 悩 つや で 
INQ ヘ へ 々 ミレ し SOa6 で や 7 

6 民 司 壮 宮 多 つ っ しめ p じ G さ 
ヾ マト トー ゼ 癒 届 で 選 ” 居 G 赤 判り 
つじ し” ロー ホーG7/ と ミ ( 甘 孔 凶 臣 ) 
SG ト ヘーK ド トト 公 畠 お.Q で Ke” JJG 
舞鶴 や 上 にゅ 6 の の 6 司 居 只 朴 人 INK 
コキ で けさ で レベ" 則 ス ペー ドー 公 斑 
し や 志 陵 症 GSJCOT つ 人 S つ | 人 
帳 G そ へ ヘル へ NG 配 遇 丈 
6 っ )、 で 2J 羽 難 つ し うっ ter6n7 jp し 0 
し お p 豆 四 で や 中 翼 間 箇 避 人 で O 
作れ 唱 時 苑 つ 堪 お や ゴ に 8” SNMG 下 
へ ヘル A へ JJG く トト ポー ドル へ K 
掲 Q 球 Gt で 同和 つじ っ ぃ G? 

IN お 症 ロ /ー ミ 公 列 っ つう 趣 せ 本 で し 
6” 選 王 麹 ロ ー ト ホー” 妃 J38 ド ー 
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ほか より 1 
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と で 、 ま た 予選 Q1 を 担当 


し た 山下 も 「 予 選 は 出し 切っ た と 思い ます よ 。 別 !( 


革 ジ ニア ) と ど とのこ 


ほか の トヨ タ 陣 営 チ ー ム と は 少し 違う タイ ヤ を 持ち 込ん だ と い 


う 14 号 車 。 そ の タイ ヤ は 予選 日 の コン ディ ショ ン ( 
秒 も 遅れ る よう な 感触 で は な か っ た で す 」 と 振り 返っ た が 、 


っ て いた 」 ( 阿 
番手 スタ ー ト と な っ た 。 


D 
四 
U 
く 
ビ 
1 
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決勝 で 


終わ っ た も の の 、 


トヨ タ 勢 最上 位 で シー ズン を 締め くく っ た 。 


予選 は 不発 


は 競争 力 を 発揮 し 、 
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N.Mitsuhashi 


テモ へ KG や ヽ ふ ペー の 選民 っ う 回 対 
お ロー ホー し ゼ 球 ,Q (KーT 維 ) 
や や で くう) 環 ン きっ うく し じゃ Nm っ 心 
っ J ト JON 公 殖 っ 懲 〇 色 つ 拉 」 

Jp レロ や コーQTー ホ トーS207 中 
ッ 描 回 つ 場 古 Ne 凶 証 公 球 庄 地 志村 KG 心 
AN で SS 明 っ K イ ペー て レ で SG 公 で 
レ っ ht@" ロ A ふ ロー ホー 彼 抽 由 公 O 革 
中 革 麹 SRte) っ nm KーTNIhG 屯 O 
IIESNE いろ PSEKCIIEKESII バ で て 

3” 町 尺 維 りつ し 普 | 中 上 じ 居 
村 っ 刀 避 叫 局 87 開 碧 台 補 1 4n 
SmT く ルレ ふ マキ ロー ホー 補 ” 臣 つ 勅 
で 4 で や 公昭 宗 4 っ Ne 占 本 っ 7 入 
マエ ペー ドー っ ) 鱗 因り 二 加 じ weB 友 7 
I ト KG 上 証 人 選 加 、 し WOt@ 刀 人 る" 
ので ン ユ っ ) ル 公 下 へ 心 半 美人 SO っ) 色 
PO” て マヤ 壁 人 SQ へ SNN ロ ー ト ロマ 
さ p レ し 中 遇 人 6 く N ド ー ド へ に K 誠 
以 琵 WeQSNG" 

革 ペ ホーK へ @ 咽 肌 坦 昌 中 で て 
町 必 疹 @ く トド ポー ドル へ AKIhN で て くさり 
婦 つ を を 償 範 玖 KG は JJ 配 財 っ マン 
ホー コ 能 共 所 Jp 所 は 表 つ し じ @ 志 衣 稔 
9 題 Nn や つ し っ で うっ” Q 旨 下 
レ ゼ 局 蘭 6@ 上 引 せ 堪 坦 も で KG 中 恨 じ 史 
te 届 SS” 局 蘭 6 起 較 上 更 較 本 ein てく 
さ ュ っ JG 押 間 相 StG や に 弓 委 " 

つ 忌 つ " ホー スズ ゼ )JG 守 居り 幅 装 )J 
6 で うし っ he むし せ で っ" 喘 淫 終 6 
男 慌 もし り 画 志 半 租 心 り ヘ て 4 電 罰 
叫 っ 人 Q つ JJ GS 公 つ し っ や 
NN で SQ 財 G 田 周 秋 け は CS 色 NG 公 和 J 
心 公 せ ptQS 臨 間 表 SS べ さっ 
公 ^ 所 ぐせ 明 公 で WT 要り お し 0 装 
避 り つじ し っ to 


ペー ーー 
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に 所 ド ーー 玉 ユ に K 尼 ne 中 記 
時 示 洛 @ 民 じ 呈 理 で 尋 才 操 I ト KK 
ィ レ ゼ ” 民 剖 に 加 じ 買 幸 つき で 刺 選 り 
ーI ト ママ し 6 相 に 著 公 居 で で KG 具 寺 で 
公 Q^ 3JG 司 恒 - 人 0G ペ て ヤ 六 臣 ” く 
G 果 jp Rm6 そ ロー ミミ TA1 ト で 本 
へ 6G 国 四 守 給 ]」 ざっ で G 公 ^ の 忠 翼 交 
拉 で や t@ 正 田 球 営 彰 細 人 @ 咽 閉じ ね で 7 
NN で Se 電 aQ ま で と 野 想 ロ jp 
で ざさ G 6」 交 貴 還 で K つ 「v 生 せ 
貴 思 じゃ pOQ JE る さっ うう) 陽 記さ っ 」 
りう っ 愉 @ 団 民 6 交 | 葬 記 で で 刀 " 


く K て へ っ N く G 幸 衣 


頭 由理 林 半 けり 装 人 Q で 公 で 7 お や 
KK H マ て 公 刺 民 YO で KG 咽 響 丈 揚 ロ 
* 中 琶 〇 Q 壮 提 基 つ し 沙 交 稔 じ 
っ te、 虹 り 撮 未刊 玲 で 台 色 7 Q 時 GS 
の … 叫 局員 トマ スベ ヘ ーー やじ 字 羽 
福 ロ つ で 上 塚 に "に 帳 @ 装 凡 挫 唱 嘱 職 
で で で 人 角 Q 疑 環 填 つじ 幅 局 居 Q 
oO 忠 局 STA 玉 一 衣 へ て 更 咽 表 隊 東 
正 つじ し 凍 く や 態 の 紀信 陣 @ で セ 公 で 閣 
し つ 公 "中 静 の コ 6 据 つ ン 大 っ 問 志 
他 否 じ w し っ で SO で 7 
| 坦 擬 叶 人 @ ロ く へ 下 視 束 6 
ぶれ 6 屋 人 色 ^ の ヒラ リ 下 つら 2J ト JpNv で 
3 きり 来る 性 二 で し きっ で SQmS" 
いし | 

條 回 や 町 尺 直 殺 公 了 4QJ ま G ふ で 
て 喘 県 じ 換 つく 困 め 玖 下 ” 也 り 層 
いし レー ヨロ リロ 表 で で 公 で 刀 和 りう jp 出 選 つ 
吉 公 7 首 人 で や 「 千 宮 公 で ぐ 語 叫 局 SSJ 
で 決し め 人 つ コン う JJ U っ 刀 」 
3J 喘 田 彰 細 せ 嘱 じ っ や "時折 Jp で 
けけ 公 和 くし jp 〇 CQ く 』 の っ 心 棚 MK 対 慰 


S.lamura 
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| car AMOTUL 
ーーー NI 紀 弓 AN 大 


裁定 直後 の 多重 アク シ デ ン ト で 長引く セ 
ー フ ティ カー (SC) に も 動じ ず 、 島 田 監 
督 は 「 こ こ は も う 、 と に か く SC が また 有 
り 得 る と は 思っ て た ん で 、 切 り 換え て 『 す 
ぐ 消 化し よう 』 と 」 決断 。 給 油 の ウイ ン 
ドウ を また が な いい 状況 で 、 前 方 と の 非 が 
1 番 縮 まっ て いる 時 間 の 経た な い タ イミ 
ング (解除 直後 の 22 周 目 ) で あり 、 か つ 
他 陣 営 の 動き が まだ 「 さ ほど な さそ う 」 
[ と の 予測 や 、 タ イヤ が 再度 グリ ッ プ 発動 
叶 する ウォ ー ム アッ プ の 時 間 も 考 慮 し 、 真 
っ 先 に ピッ ト へ 飛び 込ん だ 。 


PP 民放 た | 


「 バ ゲッ ト に し て も ね 、 あ そこ (9 周 目 の 
ター ン 3 ) で 絶対 に 接触 し ちゃ いけ な い 
シン シチュエーション で 、 あ あや っ て 守っ て 
帰っ て 来れ て る 。 も う 今 週末 は 予選 か ら 
ドラ イ バ ー が スゴ か っ た | と 、 大 駅 エン 
ジニ ア は 幾度 も ふた り を 称え た 。 


K.Masuda 


攻守 の 分 水 鶴 
2 クリ 條 恋 
| 予選 2 列 目 ス プリ ッ ト 」 か ら 描 く 対 照 的 な 物語 
わずか 2.5 ポ イン ト の 攻 和 防戦 。 し が 4 
と いう タイ トル 争い は 、 レー スウ イー ク 前 か ら の 想定 を 含 
トモ 4 計時 
選 3 番 手 、 4 番手 と いう グリ ッ ド 2 列 目 の わ ず か な 差 だ っ た 


連 フ フラ フワ 7 が 導 G ら n CO の 7eznO7G ア Ss' Ve/crnc げ 


Text @ 太田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) 
Photo @⑱ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) ン 田村 翔 (Gho Tamura) 


[ スー バーGT 特 集 ] 
(/ 兆 7// 
未知 の タイ トル 決定 戦 

な と 度 分 に へ 時 9 り 正 た つ で いけ の コ 重 台 を 明 た 自 通 思 れ チ リ と で で 
いあ な が 遅 思 と し と ミ を 最 つ あな ど で あ ね と 維 誠 一 体 そ じ っ な | 一 思 三 ェ エ 
方 れ っ 10 れ わ バ た こ 自 シ O 初 そい へ れる いて に と は ん た て い ム どっ る I 
が は た C で と ぬ ト 午 の 身 ユ 1 の レ こ 感 若 笑 は “" う 託 い そ な 予 まで に こ た /、 ス 
ょ ウ " 以 な 赤 ン 代 時 の ラ ア プ | まじ 干 る ね ハラ し レ し うん 土 選 し す よ ょ よ ま ー^ 級 
2 連 上 っ 旗 を は 点 計 ンタ ラス で だ も キ イイ た 走 な 曜 勝た ね っ で チ 。 あ を 
っ に も た デ つ “の 測 の ッ ン ウ は っ チ 交 そ ペ パ タ リ に "人 負 一 "て 上 厳 | 記 ア 
に と 低 セ ィ イ な 最多 2 早 カ ニ イ 出 た キ 誠 こ | ルイ 出 悪 公 の と な 解 し ム 択 タタ 
5 ら トッ レ ぐ で ぐ 終 | 周 い | ン | な の チ は ほ ま ス も し い 式 厳 ` の 釈 い が で ッ 
も て す シ イ "的 ゲ グ 目 グ に グ ク いで に と ど で で 義 比 を 妻 練 し 改 で が か 敗 弓 カ 
し は る ョ が し に ッッ に リ 選 どの で *" 燃 軽口 安 む 較 見 囲 習 さめ ウ 違 っ 退 記 | 
れ ち 想 ン 発 か 7 ト 1 ツ 出 お 前 す レ 料 く ン 定 1 や せ 気 か も て チ っ て し 険 に 
が よ 定 は 生 し 番 タ 分 プ す り に ね | を は グ し 分 セ る で ら 明 シ は た いた すず 所 
い っ 外 \ し OOQO 手 イ 31 発 る ` 決 一 ス 積 な で た 38 ッ と は コー か | ギ の うこ る る え 
で と の 路 2 で ム 秒 動 " 千 め と ぺん いも 周 ! ト な ク す ズリ か の と な る 
す 遅 条 面 約 を 高 を 1 も 人 6 語 IO の 0 回 39 確 高 か ル " ン だ も は も あぁ な 
ね れ 件 温 13 前 星 計 2 あ 勝 い り ス は すい を 秒 認 星 つ マ を と し あか 
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カル マネ ー ジ ャ ー も 平 峰 


「 ち ょ っ と 手 を 抜く の な ん て 簡単 じゃ な いで すか 。 そ 


それ は 見 て て スゴ いと 思い ます 」 


加入 初 年 度 で 戴冠 の 星野 一 樹 テ ク 


を 称賛 。 
れ を 一 切 し て ながい 。 


BJnUUB1'G 


ふ マ SG ドー スト SN 号 じ " 


電 品 り 記 豪 Q ( 臣 忠 ) し 選 で し 7 の 


G 失 人 hu 中 年 や っ くも し 躍 ひ し wo" 
を で pn で っ 頭 股 公 YS で 


公 くさ や G や ふ ペ ーー の つ ) 公 者 6 公 
測り MEAIHIEEIEIEII 

咽 応 G ト いふ 私 ふ や し コ の 訪 の コロ の っ) 
つ 妃 地 咽 窒 で 玉生 NG 守 GNH 色 玉 
ーー トト も 中 人 wG く ミーI ト へ ・ く や 


TRStililc で SM 

ママ ヘ ーー ペー) 臣 つ の ン 咽 jp7 
Q 周 ペーfK へ G 中 員 し せ の 訪 皿 や 玩 っ 
H っ 電 w し ^ 隊 o 暫 由 料 く SG ゼ 
祝 閣 ホー て モモ ユ K 尽 で で ” 喘 貢 括 
Jp 寺本 提 ゴ つ @ 血 志和 肢 マ で 人 S で で 
3GG” く 慎 避 更 W 梓 に 世 下 の 醒 志 拉 
6 旧 定 提 し KW ン 虹 KG 諾 固 唄 箇 けけ 


「 心 っ 心 電 羅 剖 つじ っ お 8…… で し? 


ロ へ ふし p ぢ ら ー 守 設 4hmJ ぶ で や む せ 
政 ン しゃ p 諸 馬 和 で お "NTJ や p 導 打 ロ 
『 心 つ 4 候 ” 心 つ や 心 』 妥 玖 
選べ 里 際 つ Q] うっ" 

つ 忌 づつ! り JJ に 妥 や 肛 暫 公 | コ 還 コ 
還 " 選 じ 昭 人心 円 紙 祥 で 如 | うつ 箇 公 
胡 置 HAAIIK ゼ ” へ INK 葉 所 
て NN で さ で や 稔 時 jpIR 幅 妥 〇 ー 
G 肝 便 | 幅 く " くも や か イ ロリ 訪 つ O び で 
レ 「 全 科 トー) 公 くく ーー で し lm 
っ 9 お 07 QtO 由 へ 人 TNG] 
款 玖 に つ ^ 0 で ぐり ふさ ルリ 『 リ コー 
品 | 間 守 ANNG* 
|「Q で で っ )。 BSGQ で SS” 福 守 


Rank. ど nd 


3 で っ う 帳 選 じ 装 模 交 欄 衣 つ 刀 っ 公 
や] っ) 里 喘 @ 提 つじ うっ 刀 | の うっ 心 
喘 田 衣 細 肢 っ Ne の 叫 民 や ケ iN で ミー 
か マハ ヘー か し レ ルス …… nHi さ ユ 
ー ド K 還 毅 の お GS コ 負 刀 映る 四 し 
「 さ ぐふ 公 科 や 閉 で 公 代 」 っ 避 回 要 
y 振 壮 KI ト ヾ ヘー 交 語 ep6G6” 
ーhIIASINATG 環 量 や 明 G く ト 
ミト ヾ 堆 恨 

| 選 ” 中 遇 し 揚 所 ))) レ 「 折 咽 
けろ て jp 人 8 ペー ド KR | )” 下 可 
SG 所 ロ 叩 妃 下 KG へ へ 人 か ミ 絡 衝 し 培 
22 周 jp ヒン (N さ ローK マ て HH 
ロー) 之 ヤ ー ト 上 トマ ドー ロ 履 味 や で で 
い ^ 喘 引 せ 因 中 朱 紀 し G「 ド 和民 色 表 
秀 強 下 ] 約 牙 べ 還 お "所 壮 KI ト ヘー 
上 で 層 公 NG 談 路 鶴 抽 we 守 末 
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へ ” 押 人 <Q 公 還 ・ く ドロ ・ 仏 ・ 
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ヘー テウ の ヒ ベ バー トト 必 ウト (忠司 ) G 三 
< 往 胡 G き SiS で マ ヘ ーー ビレ 半 つう りう 


能 性 を ひっ さげ 最終 戦 を 迎え た 
スバ ル 。 し か し その チャ ンス は 予選 で ほぼ 潰え て し まう 。 


2 年 連続 で の タイ トル 獲得 の 可 


心 福 本 飛 還 時 底 SO 7 

0 で リン in トレ ルポ 堪 ン "SQ 輸 中 更 相 0 
し っ 8 人 8 叫 個 きく AN 一 H ト HH SKK 
IN へ 系 さ 和 一 上 1 の ウ ヒ の ロ 抱 公 で で 田 郊 車 
っ S べ 剖 抽 "つじ し 泡 選 唱和 公 六条 
取 で し っ や 品 叩 局 で 双 NN ト て 
ホ ミ INhAN ロ で 刀 J ょ JH て 玉 
TNIih で TK ijhA さ ヤキ 一 中 ウロ ヒ の っ) 
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路 縮 ポ 周 公営 忠司 普 羽 つ レン で で 
3 で 紅 理 民 で 刀 民 で 画 臣 や や 
Gp  )JSH6GF 客 し TAT ヘ ふう 
モ た マ ハー 居 柚 応 則 避 区 交 ポ お や 
8 まで ヘー て I ト で へ 、 っ 選 叶 て 夫 期 
つじ っ で 人 SQhJNY "INN さ 咽 戦 で 
で し じゃ 咽 計 H6 し SWOxQS 守 っ 本 昌 咽 
や っ や ) り Jp IN で くさ リロ) で レポ 
TN さ か ヘ キ ー リ 3 で っ J4JNOn? 


auto sport 


T.0gasawara 


帳 MM 


リ 7517HW カ に の れ ツ 76TR 
_ WONII RAEINBE 、』 


デ ・ オ リ ベ ペイ ラン 長洲 清 斗 。。 
| before | ROLTONN mSSAN 


RanK.1s も Rank.1S て 


52」i。 2> 光 52」。 


自身 の 役割 を 終え た 後に 起こ っ た ジェ ッ ト コ 
ー ス ター の よう な レー ス 展 開 。 モ ニタ ー を 介 
し て 戦況 を 把握 し て いた 藤波 は 、 喜 乱 哀 楽 を 
隠さ ず 。 最 後 は “ 喜 ” を 爆発 的 に 表現 し た 。 


残り 10 周 を 切っ て 、56 号 車 、10 号 車 、52 号 車 の 
4 名 の ドラ イ バ ー が 52 ボ ポイント で 並ぶ と いう 
前 代 未 聞 の 展開 と な っ た 


#10 IANAX GAINER GT-R Rd.8 8th #52 埼玉 トヨ ペッ ト GB GR Supra GT before | Rd.8 3rd 
Rank.4thn Rank.4thn 


大 草 り に 3 MINi Ksa だま で ビー 川合 孝 汰 Nota MaWal 
46。i。 め 49。。 


パー トナ ー で ある 大 草 の 戴 冠 を 目指 し 奮闘 を 2 と ピー は 15。 の 語ら の 
= ここ で 司 闘 。 後 方 か ら の 攻勢 に その 都度 抵抗 埼玉 ト の の 攻 2 lb: ン ム 人 蝶 
用 が 明暗 を 分 けた 。 功 し た が 結果 は 3 人 ea あ 計 天 居 か な か っ た 。 


S.Kusakai T.O0gasawara 


1039 autosport 


ACE 万 PO 且 7 


HP SR で AEeSAS 所 貼り コト で 
本 


本 スペ ーーp レ 0 し に ドー ミー の レヒ 
蝶 o 角 = ヘ ペーK へ 喉 泥 狂い) で 6 し 
曽 共 個 G で お や や K 必 て て 本 


し 癌 づつ 7 交 澤 @G く NN ドー ドル へ K 絢 
虹 つ し 閣 ひ A ホ ーK 下 そ へ へ 来 恨 
ERPE 

填 構 叶 拓 SG ト ユー 反 選 8” 加 宰 
けさ で A 穫 本 人 科 ペ ーK じ めで S 揚 監 更 
嘱 や Ke@G 尽 中 咽 村 ys し 民喜 棚 輝 交 
了 C し っ 7 っ JIJ 色 ^ NG 里 醒 せ 店 
品 GpGJ で COQ7 2 っ SG” 
ホー 人 K 下 と そ 和 へ へ 中 考 GS コ 4 ロ し 玖 tG 
っ 中 局 に ト KI ト ロロ の - の ヒビ S 虹 指 人 
へ 連 に WE 思 @6 ペ で くく 公 十 G 屋 ” 
相 つ Q4 和 G 心 避 四 中 柴 で で 刀 6 
ZS 


陣 に 名 泌 に 紫 王 G 玉 て 
ヘーIhNA 入 愉 軸 中 人 NG っ J7 


ぺ 


『 二 上 きす 。 
 、 舞美 計 ルレ 
ーー さ 


757 の 


^\ 
まで ヾ ハー 駐 者 ハム ホーK 6 へ 
そ と へり ド へ 6 尼 給 震 交 ドー CT 


琵 CGo ホ ー ズ スレ "IN ae 
awAscshSS8wfo 倒 叶 作 叶 ツ 16 僅 票 
"mk 査 KN ト て K ネ ー ト 羽島 へ INN 公夫 マ 


ホロー ミ hNG 財 空前 円 、 T6xt @ K 是 務 Makoto OgushD) 


AFSdnml 8 Photo @ 日 蝶 日 堅 (Noriaki Mitsuhashi) ヽ 三 革 更 似 (Katsuhiko Kobayashi) 
へ 幅員 症 0 CN 四 人 回 必 明 (Yasushi lshihara) ヽ 相田 管 WL(Shigenobu Yoshida) ヽ 三 寺 忠 月 十 (Takashi 0gasawara) 
Q・ の 堪 揚 選 叫 民 ボ ミ 


へ 1 人 代 N で て へ くさ NSG 肝 避 | N 々 
ミーINA・ く か 時 "で 坦 ン 6 
SNS べ でき 埋 舞 OSt6 選 中 違 
KSCTSSOE て 

ヘコ ユー 代 中 そ 和 へ や 玉村 喧 区 弓 幸 
2 やく YUISTNLEAG か いで 
Sm の の 叫 局 K ヘ ペー ジ の - の ヒ 
6 ゴ 握 幅 ヽ 球 過 辿 豆 団 ペ ヒビ” の 暫 由 
So 叫 民 キ サー ベ ミー エマ K の と ヒ ベ ペー ト 


っ 0 4 
マミ 
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auto sport 


ING も へ ヘ エ ・N ト HKK て IN 人 KN 帳 田 
控 皿 罰 " o 上 M キ S 語 貴 HK 
IN で の ベーINI 表 呆 記 9N コ に 事 
曜 ff じ ロ 柚 で し せっ うっ " つ 公 づつ " 
さ 暫 MG 雪 必 へ 吾 秘 団 人 モー ミ も ハハ 
m へ 4 提 全 つつ ^ 朱 マ で ヘー て 交 軸 で 刺 7me 
し じ 肉 牙 芝 つ し 7” 忠司 赴 が へ 二 咽 
可 に 糧 ペ ゴゴ" コロ 中 冊 時 必 N く ホー 
副 ココ 叫 局 陣 准 へ 計 に 昧 人 すさ 糧 ペ ゴロ 
く 細 も で 8 田 彫 ロ せ 昌 人 る うっ 記 虹 し " 
の で 忠司 性 ヽ 半幅 表 の 叫 局 hH 
民 K て IN へ N 帳 田 曜 ” 語 中 慰 嘩 ヨコ 
に 団 @ 抽 骨 困 貞 呼 や 公 さ G 暫 出 で 
や 尽 掲 WS っ 障 楓 つう っ 朱 誠 じ 電 で " 
由 昼 二 @G 必 そ へ り ド へ 王 っ せ の 忠司 中 
へ ヽ 地 較 雇 " ご コ 叫 同時 避 N く イィ 下 
っ 中 局 荻 接 N 半 に 時 @ の 絢 ひし 避 
luayAN ま ICEYSI へ ま IIIXGESI マ ASAE 
IJNQS” NG | 亜 コ 忠 司 了 准 へ 党 に 
団 @ 所 中 公介 人 つ で で 6” 尽 公 近 
N 選 但 NG 尽く 引 介 直 め 提 不 王 つ じ 
SO 7 

つ 忌 つづ” ご 忠司 隊 接 へ 半 時 @ 々 ー 
K ゼ 寺 選 くく 和 選 中 遇 公 近 H6 で 0 し め 庫 で 
2Q 和 本 SS で っ J 才 所 つ 選 選 の - の ヒ 細 
io4HGnQ コ 叩 冊 臣 鈴 へ 計時 @ 点 
S 〇 の 他 辻 じ WW 中 中 呈 晶 中 
い レ つれ で で 「 入 マ て ミ 串 っ 6 皿 財 し 
SNKe の 中 違 士 へ 地 男 表 き 暫 Wh” コ 
叩 違 時 避 へ く 愉 了 了 罰 の 四 幅 じ 貴 路 
9 応じ 科 で 未 客 己 下 む し せ 志 叫 司 
臣 初 N 記 に 昧 個 っ く へ 人 居 下 ひし つ 
6 で 玉 S 刀 S 6 
さ 信 へ 思 A ゼ で ココ の の 忠 
司 コ 攻 へ 半 秋 団 公 部 吐 ” 凍 所 く ち お 


K.Kobayashi 


記 プリ ヂ ス トン タイ ヤ を 履く GR スー プラ が 軒並み 下位 に 沈 


い 


た も の の 、 2 


ニッ サン 勢 最上 位 は 12 号 車 だ 
つけ 、 緊 張 感 の 


譲っ 


H 


トヨ タ 勢 と し て 唯一 気 を 吐い た の が 19 号 車 。 コ 


同門 ライ バル の 3 号車 が 直後 


ンマ 1 秒 強 の 差 で ポー ルポ ジ シ ョ ン は 
グリ ッ ド を 


四 番手 タイ ム を マー ク し た 。 


』 む な か 、 
2 


と = 
ee 
ま ー 


成 し た 。 


形 


T.0gasawara 


Qualifying result 


SUPER GT 2022 Round 8 Motegi 


[スー パーGT 特 集 ] 


未知 の タイ トル 決定 戦 


導 


つ 路 1 ハエ マヤ 
拓 了 ふ 京 公 て で 
相 Q 品 1 玉 尺 二 
SR て さこ ミ 旦 @ 
陣 1 の 唱 | 和 所 
講 品 し 忠 玉 し や 
へ つ 窒 ,%OtG 
SSK ふ SG ゼ や 有 
/ ヶ | | 崩 否 約 革 
ST ドル 選 。 て ヤセ 
性 的 。 刀 へ 到 
コネ o 計 つづ ヾ ね 
し 選 瑞 仙 玉 で 
つめ p 机 間 帝 ロ 選 
も や の さや toO 周 
罰 陣 ポ | 導 マ 弓 
叩 提 ロモ 玉 ヨ ゴロ 尼 
の 。hNe 尽 へ で 
コ や も KSm さ 


結果 と な っ た 。 


N.Mitsuhashi 


S.Yoshida 


041 autosport 


JSC3 0 た hs こ Z(FS よ まこ きま て 
未 癌 思 弥 記 RS めじ 0@ 十 韻 
お 志 KJSC7 K ペ ーー 公選 
Q で h0 っ J” 和 Kー ト で へ 心 
ふさ 私 と 人 飲 や ドー ペー ピ ユ 
ー ド K 選 恨 16 OM 一 ミ 人 へ へ 
m AS2QK ペ ーー つや コ の の 忠 
局 宗 帥 せ 皿 回 ))) 己 場 S 記 0 
組 爺 半 提 選 る で 刀 "ロコ ら の 忠司 
尺 失 本 H 侍 遇 喧 旨 碗 臨 村 NG 選 S 
りや 剖 い つ 公 で っ 

ペー ド 己 調 G い 避 田 后 町 っ 
宮入 央 の” SS ぐう りき 四 中 
民 相 0 し っ や の 忠 違 中 ど は 翌 司 
JJG 静 時 公 QZIN で TNK ミー シ 


T.0gasawara 
K.Kobayashi 


回 トミ ルト ヾ 公証 で” 壁 寺 的 W 
の 1O 
の ン 閣 や つじ つ で RG INA 
へ 谷 人 穫 ロ っ し 咽 p 下 定 ロ 
= SS ューK 列 SQSNo 生 GE 哨 
QG PO ヾ SIT ーー 
に NSRINIOSR 人 SQ | 居 避 豚 親 く 列 っ 6S8 の 中 司 
' さ K 々 緩 呈 NN 調 NA フタ タン ニノ 0 / 区 
| SS や ん ン ラン ン ン る ン ノン O 
半 全 虹 肝 壮 表 っ 友 公 や 選 W 公 ぐ G 咽 作り 弄っ 十 下 は 公 公 で で 
ー 員 交 粗 / 失 調 玉 昌 下 
ら ム 店 抽 剖 め し じ 革 し じ ら 所 ご 臣 思 ! ぜ NN ミロ ーK マ で H ロ ー (し 


〇 >) 尽 G 〇 ヤー トト ャ ドー (の の ) 色 
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SUPER GT 2022 Round 8 Motegi 


Y.lshihara 


可 口 杏 怪 昧 公夫 っ 9 く ST つ 玉 づつ | 貼 
員 と AT リン の - の ヒ 篤 to4T NN 
公 き 4h 料 く G 扱 つこ の と ベーNih 
ポコ 叫 違 の 4 公 中 遇 品 晶 中 公 で 
滞 牌 中 束 訟 KTN・ ト 和 A と ・ 条 
ーG 老 貞 で ローK さ て で ト て し SNOp 
レ %i 敗 NGO ベーTNINhG 似 准 


NR マ ヘ ーーHES 揚 呼び つじ 来 癌 題 お) てく ぐ 。 ペーK ゼ 路 さ 革 つ 唱 陣 や 型 2 
半 お さ ュ し Wh っ JC 5 Q 晶 中 下 そ へ 玉 へ G ゴ Steo 中 栖 直 守 心 で つう っ 時 衣 ) 
合間 SS 恒 。 電電 468 っ DGG Wh 明 じ GS 烈 | SC つる つ / 揚 加 要 つ し ろ G 
S うら 開 レー し 人 丁半 Hm 局 H ATKKー ヘ < | odm 局 中 宅 補 お し せ 侍 る で 
NN ロマ エ 乙 の と ヒ ベ KーTNIh ト hG 男性 尊重 N IJG 骨 才 コ の の 叫 司 全て NT 
所 飲 公 人 で G 選 上 ト ら 1 


季 中 避 叩 局 公 昌 wo そ へ 3 へ 亜 
第 G コ 叫 環 公 の 軟 中 唱 っ 刀 公 "に ペー ド 
G 唄 届 ン シト 交 選 口中 付 に 色 ら 
四 WhK ペ ーー 取 で やき くう り 中 局 @ 軍 責 * 
さ 昌 貴 6 じ 壁 料 選 十 ” 画 換 つ 妃 公 
けけ 中 や 田 同 車 っ ロ 芽 や 時 で Q 心 の つ 


し っ GS 


SUPER GT 2022 Round 8 /7 の 7 ご / 


ん (7 ゴリ ゴル リリ 


た 


は な っ た も 


終盤 まで 僅差 の 優勝 争い を 繰り 広げ た 。 最終 的 ( 


ドー 


【 


と で 若 千 楽 


ニー 
に 一 


ャ ン ピ オ ン と いう 状況 で 始ま っ た 決勝 レー ス 。12 号 車 は 
車 が ペナ ル テ ィ で 後退 し た 


序盤 か ら ポ ボ ポジション ア ッ プ を 狙っ た 接近 戦 を 展開 し た 。 3 


スタ ー ト 時 の 順位 の まま フィ ニッ シュ すれ ば 3 号車 が チ 
2 位 で チェ ッ カ ー を 受け 、27 年 ぶり の 栄冠 を 手 ! 


号 
の の 、 


ィ ーー ニ アグ =: 


い 


マーク タグ な 


クレ グー プー クター ん oe 


ッ ク Z が 逆転 載 冠 


終戦 を まとめ た 12 号 車 カ ル ソ 


2 


2 位 で 


の O 〇 IN ト へ 愉 革 む O 私 そ 入 を 本 
公 配 シリ Jp ロケ IN マー 履 色 環 
te っ J” 久 半 窟 各 翼 Kt@ お 叫 局 S コード K 
〇 と ベーI ト ISK ト で トー 庫 醒 映 
で Sp” の ご 忠司 雪 ゴ 導 革 骨 辿 
SG 所 4 皿 処 れ ))) さ ン ロ ー に K 王 
中 "所 壮 KI ト て ヘー ペー に K 羽 ユーー 
つや "NG 選民 8 販 叫 翼 時 壮 色 坦 ン " 
ペー ド 己 調 二 時 取っ や 当 忠司 
選別 つ ^ 避 叩 翼 SQD87 1)6 団 惨 
了 i 操 細 つぐ で 刀 の ベー ト NIh 約 GS 
で り S で し 居間 調 W 弄 っ 芽生 し 
叩 局 ゴ ビ S" コ 忠司 除 接 所 ドー ミー 
ヾ ふつ し の 輸 幅 く 上 二 つじ 7 

| 所" 杏 半 | 居 唱 堅 寺 的 二 で じ 抽 回 
田 枝 電 想 加 つる 王 下 局 じ ば 的 で 丸 色 7 
区 製 人 節 レ し へ へ 選 記 加 っ 穫 慰 壮 KI ト で 
ヘー レ ゼ マー ド 公 十 公 で 和己 忠 司 早 
必 間 副 衝 和 KG で さや 届 民 公 下っ 十 呈 
レ 如 の 中 局 耶 咽 @ 癌 維 K 選 環 で で 
む で 3 で GS っ 表 選 JJS で し っ CO? 

ペー ド 人 柴 調 "て TNHKe ロ の の 忠 
司 雪 攻 ” 鑑 理 上 り 人 RS 胡 話 東 舞 編 
ね NG ト J っ J り 公民 反 で っ J お pS で レ 
ESSHIGICAUNW ま Ge っ 赤江 NCSA で SNin い で KA 
叩 末 時 避 G 配 瞬 人 ヘー ロー つ S 
選べ 臣 回 交 個 S” コ 叫 司 時 加 @ 選 居 
は 8 語 忠 局 ゴ に 選 叫 司 際 宰 "の 忠司 
地 咽 公 貢 操 居 @ 殖 掴 じ 坊 つっ S” づつ 公 
つ ” ペー ド 楽 庄 @ 選 むし の 忠司 地 咽 色 
っ 中 民 際 掲 9 公 で つ 刀 近 せ 倫 AO 司 
6 臣 荘 公民 全 で 0 レ ペーKG 来 舞 公 路 * 
し 

路 比 U コ の 叱 司 ゴ 性 公 下 層 じ 悪 
癌 @G ホ HAR ド ーN ト IN へ 間 恥 ” Q 
選 中 滞 中 司 公 くべ” 計 避 NN く ふ 時 


T.0gasawara 


ムン / ア ダグ ケー アー ダー ダレ 一 // デ ムッ ング ェ ィ ニー/ ツー 


SI トマ く ーー 虹 本 ホー で へ くさ 名 
ホー ゴ 辻 是 レ ベ ユ ーK 中 そ へ へ で 
国民 揚 連 つき " の 所 は で 語 是 翼 公 昌 wo 
所 つう ペーKー ふ 慌 抽 で 刀 の と KK 
ーh 心 郊 @ 畠 境 9 嘱 や で 7 

時 泊 へ くく ホイ 県 公 斑 つて I ト で く 
ー 箕 丁 @ ヘ ユーfKINA せ へ 8” cd 
て 本 咽 雇 " の o 選 上 咽 朋 絡 し ド マ 
へ て 環 で 記 ゴ 性 へ 下條 明 さき 計 は 具 
周 N 記 に 時 の は 内 へ ヨコ に 団 @ 連 
じ 示 無 や いっ 7 


S 刀 で GS ヘ ツン ミ 二 

絡 WKG マ マン や で で 王 。 
用 し せ や 心 窟 の つや 
忠 互 貢 ・1 本戦 つ 
Q 昌 NN つ くく 閣 遇 再 
ょ ご 。 避 て へ で BS 大 
生き 司 N KN 捉 過 
ら H 串 ミン 妊 玉 t 
Q ら | / 査 困 導 
Q 改 コ て モレ 公男 選 


Pe 


アー フ ニア ー// ラ グー ア / ソ /ー/ 


WI/ 


『 プ 
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| クルマ の 状態 が 良く な っ 
て 、 より 自 然 な ドラ イ ビ ン 
グ が で きた と 感じ て いる 。 
グリ ッ プ が どれ くら いあ る か 
分 か ら な いか ら 、 スピ ー ド 
を 出す の に まだ た め ら い が 
あっ た けど 、 それで も か な 
り い い 調 子 だ よ 」 
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22.44 km 

晴れ 時 々 曇り 16C 

ン の 0) 

@05 / 59 

「 あちこち で 大 きく アン ダ 

ー ス テア が あっ た 。 理由 

は 分 か ら な いけ ど 。 グリ ッ 

プ の 変化 も な か な か 見 え 

な か っ た し 。 簡単 に は い 
か な いね ] 
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lsegami's Tunnel 1 

23.29 km 
晴れ 時 々 曇り プ 10C 

6/ 6 

MI4 の 

| と て も 難し く て 、 マ ズ い ド 
パピ ング だ だ っ だ ね 。 序 
盤 の コー ナー で の グリ ッ プ 
の 低 さ に は か な り 和 驚か され 
た し 、 その後 も どう な る の 
か よく 分 か っ て いな か っ た 」 


勝田 足元 の SS ご と の ショ ー ト コメ ント 
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大 変 な 週末 に な る と 思う 
けど 頑張 ろう と 思う 」 
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ンション も あっ た けど 、 
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彼ら の 分 も 頑張 り た い 」 
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人 S で の 刀 く ーー マキ ゼ で 刀 ざ 貴 祝 
つる で で いひ” 骨 I 民 ロイ KG 7 | HKG し 
TNIhK 下 NGT6 で D 下 中 下 補 で 」 


JJ っ で 0 で けり 7 表 R ゼ ロ 下 で で 


NNG <ーー ロ 性交 誠に 拓 閣 唱 舞 つ 
レ つ で や 7 | te し て マヤ 愉 品 六 舞 
っ し っ ぷっ で 科 礼 じ つ 刀 |」 の うっ 心 
H6SJN ロ IL ヘ て GS つつ 公 必 公 に 思 7 嘉 
ロー ホー ゼ H6 で 刀 ン 宜 べ ぐ 屋 "ペー 
せ へ へ し や 和志 江 ロロ 代 ふ 必 tG 6 愉 S 抄 
記 り ” 膨 紹 り RS 下 涯 で 尋 ぶ で キモ 出 腸 じ 
6G 提 に 相 柚 ン で" 量 で 
KC RT 

「 ロー ホー ロ 並 玩 せ キロ ン ペ っ うし 尊 く 
つ し ふさ ルレ ゼ 班 委 6 や で くつ 記 」 
3 幅 |R" NG 下 暗 醒 mG く へ へ ロ 
_6t0 本 中 時 で 的 く で マー ド K ド 回 つ 
PO 不 公 日 公 貴 化 @G の の 当 交 后 は 
記 揚 G 座 <h き 幅 中 弄 K9T 公 晶 せ 


H て GS の の 当 し Q 貼 入 で さ 更 寂 京 " 


ご m べ 慰 ンマ で 妃 幅 | 人 G 舞 間 | 居 器 
QS や 7 

[ 路 徐 の の 6 所 や NN ゼ 『 忠 技 % じ 4 
呈し 人 SNet6』 ュ っ)” 巡っ で SG 理由 
II つつ 7 NG 上 " で か ーー 和 で の 
振り うっ QG じ も S"『 や ト ゼ 抽 尽 べ ト ) 
心 和 を で し 嘱 爪 4 ささ 穫 ヘ キー 忌 古 
レン te で 16 7 で や シン ャ で 稔 
つ し で マン "| を せ で 尽 要 の 拓 時 田宮 
NGOENIIG NESE0AESNS 
っ つ ” NG 刀 S り し ONG@ は JJ や <d 項 和 
tecQS っ J)) 螺 誰 間 稚 つつ 玉 」 

路 浅 K ト ー 公 ” 四 民 さく 換 共 交 誠 
シン 刀 SH ト AN ン く SS だ へ いて 避 性 
4⑪ ぶ マモ ヤ ト イー ビレ 反 思 " 喘 葵 唱 羽 2 
ヽ や や SNCINAK つ いふ に NN ユー ロロ へ 


ふり 4 や 入 で で 四 凡 で S 名 NM 
で し め 末 公 日 所 ・ の 設 押 じ 塞 NN 愉 " 
時 賠 人 トド で 愉 くく 更 来 SS” つじ” 枢 
和 和 旬 半 つ 刀 公 日 pp 「 パ ン 和 を で 刀 
ー| IR 加 ye 二 | 鬼 和 を 公 紀 移 
時 じ 遇 つ 選 7 
| 率 で で や 冊 人 の で 記 つ 0 パ や 7 基 
っ りつ 居 地 AQG 86n 公 細 人 で し も で ? 
中 マン" 交 外 六合 で Ih ユ ー ビ つ 」 
JJ で し ^ NR 時 ペーK AG 選 澄 f せ 
NN ト ユ 唱 志 *0Q 回 7 ロー 人 込 一 Ih ヘ 
ー ペ ぶ G 必 ユー ぐ し 慌 掲 コ " 貞 中 
貞 ら 所 レベ ポーK へ 賜 紀 7 NG や 心 
3f 恨 つつ で 党 柚 や 請 因 0 で @ や SQ で 
RS^ 加 IR 色 SQ 時 ペーK へ ロイ て 還 Go 
hG ハーー 民 人 公 日 うに NG は J 
っ ) 公 IN ユー 人 そく へ 有 に 宙 ” 絢也 も S 
JJ で うり ロロ トー ふく K へ 7 代 一 区 也 
NetJJU は で 虹 民 公 Q 時 DS 避 
客 :^GRS" 占 つ 齋 S 准 WW ン で で 「 


の 期 


貴 元 へ 


結果 で 応え た 。 (as) 


パブ リッ クビ ュー イン グ 会 場 を 問わ ず 、 


さ は 尋常 な ら ざ る も の だ っ た 。 それ! 


か スパ ピク | 
高 


待 の 


「 ス テー ジフ ラッ シュ 」 か ら 引 用 し て いま す 。 


勝田 貴 元 選手 の コメ ント は 、 ラリ ー ジ ャ パン 事務 局 広報 配 


戸 


モ 
に 
8 


2 た た 2 ぐー EE タ 22D ら 3 し だ 
が 、 会 場 の 豊田 スタ ジア ム 内 は ご 覧 の と お り ! 
圧巻 の 和 太 鼓 と 侍 装 束 の パ フォ ー マ ン ス 、 国 
歌 演奏 な ど に 続い て 、 マ シン が 次 々 と お 立ち 計 議 所 
台 へ 。 マ シン は 時 計 回 り で 場内 を ゆっ くり 移 還 粒 


SYO 


動じ し 、 下 の 写真 の スタ ー ト 台 へ 上 が り ま す 。 


K.Takahashi 


圧倒 的 な 存在 感 を 放っ て いた の が 、 ゲ ー ト を 入っ て 
すぐ の と ころ に 展示 され て いた 日 本 車 の 歴代 ラリ ー 
カー。1995 年 トヨ タ ・ セ リカ GT-FOUR、1998 年 ト 
ヨタ ・ カ ロー ラ 、1998 年 スパ バル ・ イ ンプ レッ サ 555 
WRC98、2005 年 三菱 ラン サーWRC05。 こ れ で エン 
ジン を か 付 て くれ た り し た ら 


競技 進行 面 な ど で さ ま ざ ま な 課題 は 残っ た と は ぃ 送 
イベ ント と し て は 大 盛況 だ っ た ラリ ー シ ジャ パン 
惜しく も 行け な か っ た と W5 方 々 や 
興 を も う 一 度 と いう 方 々 に 贈 芝 上 トラ ベル 


品 必 
Text & Photo @ 高橋 カズ キヨ (Kazukiye Takahashi 本 読 ) 月 ョ ut@ uo 
Photo ⑱ Hed Bull ン HYUNDAIZM-SPORT TOYOIA 


K.lakahashi 


K.Takahashi 
本 番 前 日 に は 「 メ ディ アフ ァ ン クシ ョ ン 」 と い 
う メ ディ ア の 取材 会 が 設け られ ます 。 ラ リー ジ 
ャ パン で は 3 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー が 時 間 を ず 
らし て ドラ イ バ ー や チー ム 代 表 が 対応 。 やはり 
貴 元 に は 最も 多く の メデ ィ ア が 集まっ て いま し 
た 。 本来 は 手応え や 意気 込み に つい て 聞く と こ 
ろ で す が 、 本 誌 の 質問 は 「 コ コイ チ 、 も う 行 き 
まし た ?」 ( 笑 )。「 3 回 行き まし た ( 笑 )。 焼肉 
も 」 と 胃 に 入れ る べき も の を すでに 入れ て いた 
よう で す 。 こ の パワ ー も 表彰 台 に ? 
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! 
声援 の ボリ ュー ム は どこ へ 行っ て も 貴 
元 が ナン バー ワン 。 セ レモ ニア ルス タ 
ー ト で は 1 台 ず つ ド ライ バー が ひと 言 、 
意気 込み を ファ ン に 伝え て いく の で す 
が 、 こ の と きか ら 本 誌 は 貴 元 の 表情 と 
却 囲 気 か ら 何 か や っ て くれ そう な 予感 
が 2 ま IP た BC ホン 人 0 


っ = 


1 ' eo ae 
yy 編 本 wi DWS の 、。。 
ビー ニン ニン TAMADIC "者 
ーー ラリ ー ジ ャ パン オフ ィ シ ャ ル グ ッ ズ の 
ブー ス で は 、Rally1 の 貴 元 車 の モデ ル 
カー が 会 場 で "先行 発売 "。 噂 に よる と 
数 百 台 が 用 意 さ れ て いた らし い の で す 
が 、DAY1 昼 すぎ の 段階 で り は これ だ 
cy 衣 陸 SSG ジ きく IS と トラ (の 
ん 気 に 構え て いた 本 誌 も 出遅れ 組 に 。 
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! 引 ず 所 。 - * _ 抽 衣 4 リナ ィ H 了 D を 較 に 
_ M WW | 1 肝 6 5 5 8 | 3 中 _ 


Eh 


ヒョン デ 、 タ ナッ ク 車 の 作業 を 拝見 。 リ ヤ ア クス ル を 丸ごと ーー テー マー 
隊 0 3 ドラ イク シド を SPY まし た だ ル た 5 イル auto sport 


作業 っ ぽく ゆっ くり や っ て サー ビス 開始 か ら 所 要 時 間 20 分 程 
度 。 ア ンダ ー カ バー を 留め る の に アー ム 側 に は タイ ラッ プ を 
使用 し て いて 親近 感 を 抱き まし た 。 デ フ も セン ター ギヤ も 小 
さい ! ロワ アー ム は アル ミ 鍛 造 な の か 、 太 か っ た で す 。(⑧) 


SS6 に 近い 「 道 の 駅 | で パブ リッ ク 
ビュ ー イ ング が 実施 され て いた 稲武 
の り リ エキ ツン で は 、r 吾 誰 夫 ファ ン が シ 
ャ ッ タ ー チ ャ ンス を 逃す まい と スタ 
ン バ イ 。 か な り の 至近 距離 か ら 撮 れ 
る 、 い い ポ イン ト で し た が 、 意 外 に 
PV 会 場 は 席 に 若干 の 余裕 あ り 。 来年 
も PV が あれ ば は 狙い 目 か も 。 


11 月 中 旬 と も な れ ば 夜 は だ い 
ぶ 寒 く な る は ず で す が 、 こ の 
場所 だ け 温 度 分 布 が お か し か 
らち た .@ す ( 笑 )。 ホ テム ラリ ー 
だ か ら 当 然 っ ちゃ 当然 か も し 
れ ま せん が 、 特 に トヨ タ の ウ 
ェ ア を 着 た ファ ン の 割合 は ホ 
ント に 高かっ た で すね 。 
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K.Takahashi 


朝 か ら 待機 し て 岡崎 SSS を 拝見 し まし た 。 場 所 は 実質 の 1 コー ナー。 ス 
ター ト し て ほぼ 直線 の 舗装 路 を 走っ て き て 、 中 速 で グラ ベル へ 進入 する 
いや らし い レ イア ウト で す 。 GR ヤリ ス 勢 が ブ プレー キン グ 後 、 サ イド ター ン 
で 進入 する の に 対し 、 ヒ ョ ン デ は ミュ ー 変 化 を 気 に す る こと な く ブ レー キ 
を 残し な が ら タ イト に 進入 、 な お か つ ア ンダ ー は 皆無 。 驚き まし た 。(⑧) 
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岡崎 市 で は 、 お 笑い 芸人 の 天野 ひ 
ろ ゆ き さ ん が 隊長 を 務め る 「 岡 崎 
市 ラリ ー 応 援 隊 ] と 、 ラ リー ドラ 
イ バ ー と し て の 経験 も 豊富 な 俳優 
和 の 哀川 導 さ ん が 、 会 場 の ボル テー 
ジ を さら に アッ プ 「! 天野 さん は 岡 
| 崎 出 身 。SS13/14 ス ター ト 前 待機 
場所 の 岡崎 ニュ ー グ ラン ド ホ テル 
は 「 岡 崎 市 民 の 半分 くら い が こ こ 
で 結婚 式 を 挙げ て ます 」 と ご 当地 
示 多 を ブッ 込ん で き て まし た 。 


岡崎 SSS は スタ ー ト が だ いぶ 遅れ た 
た め 、 ド ライ バー た ち も 手 持ち ぶさ 
ERA に 。 いつ スタ ー ト する 
が 分 か ら な い 状 況 で レ し た が 、 そ ん な 
な か で も 取材 や 記念 撮影 に 応じ る こ 
と が で きる 強 メ ンタ ル が な いと 、 世 
922nMe で で どの よう つ aG す 。 
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何 が スゴ いっ て 、 こ の 瞬間 、 乙 川 河川 敷 に 17 個 の 世 
リ / ニー 界 タ イト ル が あっ た っ て こと ( 笑 )。 岡崎 SSS の 本 番 
rs ( の ン NNJ。 前 に は トヨ タ が 開発 中 の GR YARIS Rally2 コ ン セ プ 
2 ご ペ る 3 呈 ト が 初 登場 し 、 水 素 カ ー の GR YARIS H2 コ ン セ プ ト 
と と ども に デモ ラン じ た ん で す が 、 ド ライ バー は Rall 
EZ ド の 0 カン ンク で ンク 、NI2 コ ヨン アド の 
ミ ・ マ キネ ン の スー パー レジ ェ ン ド 。 それぞれ 4 つ 、 
オジ エロ パン ペラ の 今 府 の 分 を 含め れ ぱ 17 個 ! 
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大 会 期間 中 の 来場 者 数 は な ん と 計 8 万 9460 
人 ! サー ビス パー ク が 4 日 間 で の べ 約 6 
万 人 、DAY3 の 岡崎 SSS の イベ ント エリ ア だ 
(RI3DJMKeGW 3 礼 に UE ソン SO パピ 4 
り 5 の 2 コイ ンク の 人 hGUN7E ッ de 生ま ボネ 
ませ ん 。 「 他 の ラリ ー に は な い 、 と て も チャ 
ゆみ ジン シン の な か ステ テン が ダグ ダ く ai 上 国 南 は 


/ エレ モニ アル フィ ニッ シュ で は (WRC イベ ント を 開催 する の に 充分 な ほど 論 還 議 iee S き 記 J 
オジ エ が 3 位 の 貴 元 を 即興 で 担 の ) 大 きい 街 だ っ た 。 特 に サー ビス パー ク 胡 // 計 当 HYUNDAI 


上 上 げ て の セレ ブレ ーション の お 客 さん の 多 さ に は 驚い た 。 大 き な ポ テ 
0 ン シ ャ ル を 持っ て いる イベ ント だ と 思う わ ] 
2 SMUBGJMAMDiGIK の コン 生生 ee 
GE 2150 て お な じみ の ベッ クス ・ ウ ィ リ アム ズ さ ん )。 
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" 入 速 セカ ンド "が 支え た 最強 軍団 の 最終 


10 月 末 の 鈴鹿 に て 2 レー ス 制 で 開催 され た SF 最終 戦 
王者 ・ 野 尻 が 抜群 の 速 さ を 見 せ て 一 年 を 締め た が 
初日 に 見 せ た | まさ か 」 の 失速 か ら の 復活 の 裏側 に は 
僚 友 ・ 笹 原 を ー ム 全体 の サポ ー ト が あっ た 
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田村 翔 (GSho Tamura) ノ 小 笠原 足 士 (Takashi Ogasawara) 
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AS で 刀 マ 著 坦 つ 公 で 6" 
*9Q お っ)” 交 の 括 入 陣 し モ キ ー ミ も 公 ハ 
mm へ 4 揚 喧 つ 間 @ 角 遇 人 SN@ や トー 村 
坊 も Jp/ ペ で お トマ ー つ へ へ や 時 
つ S 公 で る” 歯 国 つぶ マミ 斬 心 喘 
由 胃 の 6G も や キモ ・NH KK て INKK 
3m 輪 由 "中 吐 音 Q6 時 三朝 の 輸 
吐 衣 で さく 四 路 で 班 五 つ " 肝 三 表 
つぐ @ 世 っ 心 水 咽 ペー 間 鱗 っ し っ 
曹 思 色相 構 mG 聞 棚 じ せ N で て 齋 
で トー て ヘ ト ー 込 やせ 役 つぐ QS で で うっ 
H6AJ 明 委 明 井 っ 相 信 で で し っ" 
部 IR" 半 G 貴 刺 選 し や ヤー 
に ト N 電 台 必 回 唱 咽 財 )) ロ つ "| 球 
親 G | 漏 瓶 下 HA 人 AT) 早 シン レ 
7ーI ト で へ へ 選 昌 Q” トミ 区 で 
し ゃ 居 地 Q お 換 愉 握 太 枝 JJ 半周 じ 
| 貴 ら 2 うっ ン ペ っ 6 据 長 宗 組 じ つ 記 」 
上 臣 IR" 臣 SR 困 軍人 ぐつ ン で つ 握 Ns 
レ ハ ペー 人 KK へ 玩 絡 ひじ も 忌 臣 思 補 色 7 咽 
己 G 貴 枕 じ に 0 問 宜 つつ "時 器 半 
喉 で J 公 封 つ っ 楽 繕 選 で 0 や し っ 
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っ) うつ の” OOQ ウ の 人 SQ 忌 JJT ヘル 
の 於 めで 難 る で” 出 抑 せく K て 入 で 
さじ 人 由 @ 回 思 の で Ne モー ネモ 仏 作 皿 
へ 刷 ET で レモ で マ ヘ ー 守 駐 つ " 
革 困 ペ に りく 間 計 三 hH KK て I ト 
KG 提 0 で D 代 お 7 ト TJG 旧 才 
遇 還 で 京 で て ミ 選 He 由 革 区 で 刀 
IXS く 史 

多 球 公 Q 症 薬 で 十 吐 短 喘 的 揚 ろ 記 過 
還 り 表 つ ^ の 〇 ーm 球 交 歯 羽 さや や) 
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60SG 下 葬 " 〇 コレ 6 正四 々 て 
の 選 8 店 麗 品 四 貴 柴 で で 7 
時 三 玖 相殺 htG 軸 末 昌 H へ 私 日 ト ゼ 
「 や な テト 私 N 皿 葵 肝 ンマ S 公 で 刀 
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々 ミロ 6 し 地 で し っ 公 S っ うっ 入選) 
昭 っ 6 つ 刀 | ” 爺 量 記 り 部 還 柚 玖 求 
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求 で で KJ っ JR で 誠 選 | 襲 H 
AAIIKRG「 環 出せ 皿 償 全 人 色 で を 
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具 さ 時 で 87 QOcn 革 6G 吐 映 ゼ 貴 
IRG Am 一 で 選 で SQ? 4 閣 SG 
to 疑 レモ ー ミ モ 和 AA 上 TA 拠 蛇 "店 


吊 G 時 N 加 所 ぜ い ・Q 妥 JJ)” IN で く ミ 
民 還 つ し っ 9?” 表 te 計 三 ” 査 要 
疑 じ 6m 由 公 中 距 じ 6 く で 中 マー 


っ ” て し jp 回 G 患 瑞 Xy 人 おき 回 G 
1 ト ヾ や NT ISRAH 電 時 刀 つ @ 
3 緒 三 G ペ ーK じ 6 富 も ロ NGp6" 
ヽ ユ トン oo 遇 由 ペコ 人 K ペ ーー つ 尋 
ペーK じ 3 ゼ ” 紙 ヨ 押 玖 敵 WW 枯 々 し Q 選 
ペ ゴ ロリ ロ く で し っ ne 喘 半 6 高 抽 公 中 遇 
けけ 交 N0 ょ JJ38” 時 三 p ホ トー で へ く ミ 
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癌 皿 は つ ” 表 tG 歯 思 幅 器 ン 
Q 選 NTIAH つ 7 囲 TG 嘱 水 終 
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ンタ くし SN で Q7 

| 選 音 G 明 是 固 ロ いっ し” 
田 坦 細 公 表 G パ 愉悦 中 つ し っ tG? 
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時 色 額 W0 し っ 0 NG 人 7 


第 10 戦 予選 で 2022 年 シー ズン ベス ト タ イ と な る 3 位 と な っ た 大 津 と 並び 、 一 年 
を と も に 戦っ た チー ム の 村岡 潔 代 表 も グリ ッ ド 上 で 笑顔 を 見 せ た 。 決勝 は 2 位 
シー ズン 初 、 キ ャ リア 2 度目 の 表彰 台 を 獲得 し 、22 年 を 締め くく っ た 。 
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両角 岳彦 の エン ジニ アリ ング 談義 


Text @ 両角 岳彦 (Takehiko Morozumi) 
図版 提供 ⑯ 住友 ゴム 工業 株 式 会 社 


その 5 


" 次 け ゴ ム ” を 数 値 で 読み 、 身 体 で 知る 


へ 、 四 も また 、 ち ょ っ と 深 掘り し て みる タタ 
- プ イヤ の お 話 。 そ の な か で も 「 タ イヤ の 
グリ ッ プ を “発動 ”" させ る | こと に 着目 し て 、 
仮説 を 含め て あれ や これ や と 。 

|「 タイ ヤ を 温め る | タイ ヤ の ウォ ー ム アッ プ 」 
と 言え ば 、 モ ー タ ー ス ポー ツ の “ 沼 ” に ちょ 
クン ク シ ンク クン ンク クッ ク ク ク アン クン クン クン ン クン 
た ら 、 ち ゃ ん と グリ ッ プ が 出る よう に “ 温 
な いと いけ な いん だ よ 」 は すぐ に 知識 に 加わ 
る し 、「 予 選 の 『 一 発 』 は タイ ヤ の 温め 方 が 
カギ を 握る 」 の も 見 て いれ ば 自然 に 分 か っ て 
KO 

レー シン グ タ イヤ の トレ ッ ド (路面 と 接地 
する 部 分 ) 面 に 軽く 触れ て みる と 、 最 近 の も 
の は プラ スチ ッ ク の よう な 硬い 手触り 。「 コ 
ン パ ウン ド 」 つま り 「 複 合 ・ 混 合 材 料 」 と 言 
う よ う に 、 タ イヤ に 使わ れ て いる 「 ゴ ム 」 【 
ンク ンク クンクン クン グ ク シク ク ク ク ンク クン クシ と 
っ た 高 分 子 化合 物 (ポリ マー)」。 今 や さま ざ 


か り 。 や っ ぱり タイ ヤ は いま だ 「 よ く 分 か ら 
な い | も の な の で す 。 

で 、 最 近 の レー シン グ タ イヤ は | ソフ ト 」|| ハ 
ー ド 」 と 称し て も 実は コン パウ ンド が 軟らか 
いか 、 硬 いか 、 で は な く 、 ガ ラス を 熱し て い 
く と ある 温度 で グ ニ ャ ッ と 溶け 始め る よう に 、 
溶け 出し て 路面 に 入り つく 温度 が 低め ゆめ な の か 、 
高め な の か 、 そ し て それ が どう 持続 する の か 

を 示す よう に な っ て いる 。 そ の 新品 を 履 
ワッ クッ ン ン ン ン シン ンー ン バン レン レン ン ン ン ン ン レン ン ン 
ンド か ら タ イヤ 全体 の 構造 、 内 圧 ま で が 「 作 
動 状態 」] に な る 、 ち ょ うど いい と ころ に 持っ 
て いく こと が 「 技 (わざ )」 と し て 求め られ 
る わけ 。 

ここ で 最初 か ら ス テア リン グ を 左右 に 振っ 
て 車両 を 蛇行 させ 、 タ イヤ を 路面 に 擦り 付け 
る だ け で は 、 ま だ 溶け 出さ な い ト レッ ド 表 面 
を 削り 、 サ サク レ 摩 耗 を 作っ て し まう 。 タ イ 
ヤ の 骨格 全体 を | 揉み 」]、 ブ レー キ の 熱 も タ 


上 の 図版 は 、 住 友 ゴ ム の 開発 部 門 に 「 タ イヤ の 中 で 糸 や ゴム が 力 を 伝え る イメ ー ジ 」 を 特別 に 描き 起こ し て も 


ら っ た も の 。/ ト レッ ド が か な り 厚 く 。 


と し た も の だ が 、 タ イヤ 内 部 を イメ ー ジ し て いた だ く た め に ここ 


まな | 合成 ゴム 」 材料 が あっ て 、 レ ー シ ン グ 
タイ ヤ の コン パウ ンド に は その な か か ら |「 あ 
る 温度 まで 上 が る と 溶け 出し て “ベトベト” 
状態 に な り 、 路 面 に “粘り つく ”" 素材 | を 選 
び 、 同 時 に 「 大 き な 力 を 受け て も 結合 が ちぎ 
れ な い 、 強 度 の 高い 素材 | な ども ブレ ンド し 
て 練り 合わ せ た も の 。 こ れ を 帯 板 状 に 加工 し 、 
タイ ヤ の 骨格 で ある 「 カ ー カ ス 」 と その 外周 
を 巻き 締め る 「 ベ ルト 」 の 上 に 貼り 込ん で 、 
最後 に | 加 硫 」 工程 を 経る こと で 分 子 が つ な 
が り 合 っ て 一 体 化 し た 状態 に 仕上 げ る 。 だ い 
ぶ 省 略し た けれ ど 、 こ れ が | タイヤ の 作り 方 ] だ 。 
そう いえ ば 、 こ の タイ ヤ 作 り 最 後 の 加 硫 工 
程 で ゴム の 高 分 子 構造 の 中 に 硫黄 の 分 子 が 入 
り 込 むこ と で | 引っ 張る と 伸び て な か な か ち 
きれ な い 」 特性 が 現れ る の を “発見 "” し た の 
は チャ ー ル ズ ・ グ ッ ド イヤ ー で 、1839 年 の 
こと 。 それから 120 年 の 年 月 を 経て 、 分 子 レ 
ベル の 観察 と 解析 で | 加 硫 で 起こ る こと | を 
確か め た 論文 が 、 住 友 ゴ ム と 東京 工業 大 学 、 
理化 学研 究 所 の 共著 で つい 最近 公開 され た ば 


073 alulto sport 


溝 が 入っ て いる こと か ら も 分 か る と お り 一 般 車 用 スポ ー ツ タイ ヤ を 題材 


に 掲載 する 。 


ヤ に 伝え 、 ケ ー ス 全体 と の 糸 と 内 部 の 空気 
の 温度 を 上 げ る 。 ト レッ ド ・ コ ン パ ウン ド が 
軟らか ぐ な っ た と ころ で 、。 プ レー キン グ で 前 
ッッ ク ク ン ンク ク ク ノ クン フグ ン ク ク ン ク ク ク ンク クン 

ら に 温度 を 上 げ て ゆく 。 左右 に 転 能 する の は 
この あたり で 、 コ ン パ ウン ド 表 面 が 粘り つく 
よう に な っ て きた か を 確か め つ つ 、 さ ら に | 溶 
け ゴ ム 」 状態 を 作っ て ゆく 。 

この |「 タ イヤ を ウォ ー ム アッ プ す る 」 プロ 
セス は 、 こ れ ま で は ドラ イ バ ー に 委ね られ て 
ラン シンク ン ン ノン ノン ン ン ン ン ニー フク ンプ こっ r 
験 ] を 積み 重ね て 、 そ の な か で 「 一 番 う まく 
いき そう な 手順 | を それ ぞ れ の ルー ティ ン と 
し て 組み 立て 、 試 し 続け て きた 。 

で も ここ で 、 前 に も 紹介 し た よう に 、 今 は 
まず 、 車 体側 に 装着 し た 赤外線 セン サー で タ 
イヤ の | 表面 温度 |」 を 見 る こと が で きる 。 た 
だ それ は 路面 と 接し て 粘着 し て いる 現場 で は 
な く 、 路 面 か ら 離 れ て 走行 風 で 冷や され た 状 
態 の 温度 。 そ こ で ホイ ー ル の エア バル ブ 内 部 
に 組み 込む セン サー で 、 内 圧 変化 に 加え て 内 


部 の 空気 や ホイ ー ル な どの 【『 雰 囲 気 』 温度 を 
検 由 。 さ ら に この ユニ ッ ト に は 赤外線 スキ ャ 
ン で カー カス 内 面 の 温度 を 測る 機能 も 加え ら 
れる る えろ 。 

これ ら の セン シン グ デ ー タ を 組み 合わ せる 

、 一 番 知 り た い ト レッ ド ・ コ ン パ ウン ド の 
溶け ゴム と 、 そ の 直下 の 層 の 温度 は 直接 測れ 
な いけ れ ど も 、 そ の まわ り の 温度 状態 は 見 え 
て くる 。 タ イヤ が どの くら い 『 鷺 ん 張っ て い 
る "か は 、 車 体 に 加わ る 「 慣 性 力 ]、 い わ ゆ 
る 「G」 な ど で 分 か る 。 そ れ ら の 計測 値 を 組 
み 合 わせ て 読み 解く こと で 、 そ の 時 の 路面 状 
況 & 温 度 の 中 で 、 ど ん な 走り 方 を する と 、 タ 
イヤ 各部 の 温度 が どう 上 が る か 、 さ ら に トレ 
ッ ド ・ コ ン パ ウン ド 層 の 中 の 温度 まで 推測 で 
の は の の の の の ガブ ロジ ンカ を ずれ 8 の 定 
り 出 し て か ら タ イヤ を | 発動 |] させ る た め の 
段取り を 、 デ ー タ の 裏付け を 持っ て 組み 立て 
られ る 。F1 な ど 世 界 の トッ プ カ テ ゴリ ー で 
は こう し た 「 ゴ ム の 中 を 推定 する 」 こと が 定 
番 に な りつ つ あ る と 聞く 。 日 本 で も その 手法 
を 導入 し て いる チー ム が 出 て き て いる は ず だ 。 

、 手 の 内 は 見 せな いけ れ ど 。 レ ー ス ウイ ー 
ク に 入っ て 走行 を 重ね る な か で 検証 を 繰り 返 
すこ と で 、 そ の 推測 の “精度” は 上 が っ て い 
く 。 予 選 の 最終 盤 に 入っ て 一 気 に タ イム を 上 
げ て くる ドラ イ バ ー & マ シン の 裏側 で は 、 そ 
ん な 技術 革新 も と 、 こ れ は まだ 推測 。 

も ちろ ん 、 ド ライ バー は 最適 と 考え られ た 
手順 を 正確 に こなし な が ら 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 
ディ スプ レイ で 各 輸 各所 の 温度 も 読み 取り 、 
タイ ヤ の 「 発 動 ] を 体感 で 確か め つ つ 、 同 時 
の メッ クン) の ウッ ニン クル ジン レレ スル ベク を 
高め る 、 と いう 複合 プロ セス を こなす こと が 
求め られ る 。 

で も その 一 方 で 、 レ ー ス で 周回 を 重ね な が 
ら | コンパウンド 表面 の 温度 が 上 が りす ぎ て 
軟らか く な っ て いる 感触 だ か ら 、 ち ょ っ と ペ 
ー ス を 抑え る ね | |「 グ リッ プ と 腰 が 戻っ て き 
た か ら ペ ー ス 戻し ます 」 と トラ ッ ク ・ エ ンジ 
ニア に 無線 で 伝え な が ら 、 ド ライ ビン グ を ア 
ジャ スト で きる ドラ イ バ ー も いる 。 こ こま で 
来る と 、 我 々 が 今 使 える セン サー 類 で は と て 
も 測れ な いし 、 走 っ て いる 中 で コン パウ ンド 
の 状態 の 推測 な ど と て も で き な い 。 人間 と い 
5 セア リー ンー ニタ 如 理 有 2 フッ クチ ョ エー デ タ 
ー]| が 統合 され た “システム” は 、 そ の くら 
い 凄 い 能力 を 発現 する こと が ある 、 と いう こ 
と 。 そ れ が | 一 流 の 証明 ]。 日 々 クル マ と 接 
する 生活 を 続け て きた 中 で 、 私 は それ も 実感 
し て いる の で す 。 
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金曜 日 の 低迷 か ら 予 想 を 裏切る カム バッ ク を 披 


Text @ 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) 
原 足 士 (Takashi 0gasawara) プ TOYOTA 


ナー ム 無 限 が 1-2 で 
初 の チー ムタ イト ル 


Photo @ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
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し か し 、 ス ター ト で 出遅れ 4 番手 に 沈ん だ 。 


ステ ィ ン ト を 長く 取る 作戦 を 採り 再 浮上 を 狙っ た も の の 、25 周 を 終え て 行なっ た ピッ トス 
トッ プ で タイ ムロ ス 。 結局 5 位 で レー ス を 終え る 


宮田 痢 朋 は 最終 大 会 で 好調 を キー プ 。 金 曜日 の フリ ー 走 行 で 4 番手 タイ ム を 


日 の 第 9 戦は 2 番 グ リッ ド を 獲得 し た 。 
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マ そ 公 悪 下 的 的 呈 じ つ He TN ユ 
ー 選 交 < く っ QR ト N 公 へ J ロ 
へ へ ht” NG 畠 輝 シダ "ペー せ 
ユネ ユー に KitG@ 入 で て 77 へ へ せ し コス JH6 で 
刀 ン 表し 湯 邊 慌 で 刀 つ "1J 
で 約 烈 シン 提 人 Qp や KO B86 六 必 1) っ 唐 訳 
民 つ うっ J 入 補う 昭 っ 6 つ で り 
ーーNVIJ じ 狂 邊 つじ 愉 ① 凍 で 刀 ミ ー く 
ー6LII ト K て 6 押 中 3 で 

区 匠 : 尽 ロゼ 民 居 公有 公 で で や くし レセ 
や ー SG や | 凡 福 ロ ふ や つ 内 ひ し じ 昌 っ 


し 藤 斬 ロ 6 で し め / 喘 擬 品 ロ 8 
約 言 つじ し うっ や Sh せ の 6 貴 中 し 股 AR 選 @ 
じ ” 上 財 ン ツン ぜ さ で で や じゃ" く FK 
で さっ 6 量 S 二 公 ひ し レ つ っ 拉 つ 
9 エロ ロリ と KRK ト 和 色 坦 下 ー エ の 
さや pK ト に ト さ へ や せる お つ 届 級 人 で 記し 
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レ っ で SS ひ つる 心 S" レ お お) 醒 娠 
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WONG ト J っ J) 公 時) で AS で 公 O ひ "し お p7 
ト ゞ で Kh (A ロ ーー ドー くさ ) し ゼー 
IN で く 一 吉 じ ん で AG) っ) 公介 ” 吐 遇 
に 匠 中 "へ ホヤ ー 利 RTIN ヘー 
さり ロ ・ の レル マミ SG” て で へ 1 トト ドーレ 
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吐 叩 GIK ヒ コーIN マ 一 忌 KI ト に ト つ へ 
ヽ G ふ マキ ミ 環 生生 トマ KN さて 6 
H か 9 つう 操 民 SG ロ ー ホ ー セ 
癌 3dHSK て SN つじ し っ hk@G UK で で 
SR で 刀 刀 SG つう っ" 軍 四 6 夢 @ 革 妃 公 
cm ? 殴 素食 や 私 AA 旭 棋 
具 さ ” 吐 嗣 4TFQ 輸 中 "で し 
Jp ペーK じ ゼ 加 細毛 2" て SN 
コマ くさ ” ホー スズ G 二 MK 間 世 る 

還 交 @G て へ 1 ト ヾ ドー 選 表 宏 G 層 じ 
NeL へ リ コー トレ ゼル へ や 私 で へ 
へ ふし 宙 和 負っ f つ 7 二 注 っ G 路 っ 
K エ ペーー レ ぐ K コ リー ジー 公 十 嘆 局 著 じ 
貴 p 加 っ SS で” 條 利 下 敵 ペ 放 
守 堅 つ 刀 トロ ヘー か で へ G て INTN ミ 
( 収 際 PS っ 湯 楽 根 記 きめ 仏間 NG 
で te) 友 1JG 坦 志 じ も じ 引 寺 つじ 
っ GRSp つ で で っ?” ルレ ミード KK 
リコ ーー トト N つ じゃ 陸 人 せ で 
RS 古 で きっ うう 心 某 選 ロト JG 選 走 押 
Jp 叫 旧 で で KNO) けり S で 記 ? 

上 欧 き 部 く ー く ミー' 飽 ら 閣 一 の (て 
へ 條 で トト ユ K・ ロ ー ペ ー に サー 
・H て ) G ロ ー テ ロー に K ゼ っ Jp 
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弓 回 K コ ーK し く で て K リ ーー っ) っ う 候 
せ エ Ih ふ ヘー" ルレ ル 和 へ 己 に 忠 < 公 交 で 
3 で 忌 挟 他 也 で Ke” 際 牙 @ 吐 遇 坦 
昧 お 戸 曜 Mh′ 晶 中 っ 邊 の 把 つ ン 
SRS い や ? 移 p 客 ぜ に 握り 入選 ミト 
ylAAH し SS で や 色 。 貴明 し ポル 
へ A へ G 芯 0 交 仙人 CNGG DS で 抽 択 つ 
し っ うぷ” て で へ トド ボー ドレ ゼ 癒 車 薬 や 色 
週 め り 玉 団 つ し 店 瑞 @ 軸 膨 天 お YO 
口伝 で し っ te" 〇 Oc せ 吐 員 G く N 
ポー ルド へ KK 王 十 公 台 給 玉 で 7 

局 yK 刀 で へ 人 ト で 6 の の 眉 舞 @ 准 王 
RG 地 も や 記 本 ボ G ホ ー ズ じゃ 貴 時 や 
で し っ” 軸 時 SS で Ai ト で 6 の の の やせ 所 
過 上 定 名 や べり 蛋 中 で し っ tG 色 。 履 
柳 で 掲 に 尽 ロ 公 束 幡 は く で ベリ ローテ 
9 詞 黄 つ 場 む " き 玖 で NIRN ト で 
K し 回 上 NN で セー ふ ” モー 
さ ハ 人 n 入 一 民 玉 亜 栖 唱 折 む や で " 社 ユ 
エス レイ て ト ご | 昌 間 者 つ 選 RS" や 
ユ ヘム ンー ポコ 貴 中 りう で で "中 握 忘 公 購 
ン レ jpQ 忘 皿 公 (で QGK ペ ーー 提 YR ピ レ 
っ で で 必 欧 きつ つ し せ 町 社 到 友 で で 玉 湯 
き 尽 皿 人 で No)” ペー ド 性 調 審 ゼ 
ふ ペーJ TINAKG 革 し 6 提 思 旨 引 7 
で Ke" ト JJ し 区区 せ 問い 刀 S 泡 散 ペ 
HG※ ぶ へ AN ドーK ぬ で むう っ 選 吉 


和 を ye 一 
用 。 「 淫 C N ト マト さ K ト で ヘー し G て 
^N 車 っ し ゼロ ー 心 へ トド ポー に K 公 福 


1 暴 け KO” 医 苑 せ N 提 INN で 

1 ^ ふ GE も EAA 思 A 愉 て へ R 到 坦 つ ン ソン で 

W teG9 犯 G 二 レ " 率 心 へ トド ポー ド 対 
王 や きっ や か トト で へ 心 愉 喘 正 つ 7 

ONIEIKSNUKEINSNENNI20WEICKES く 3 いく) 

絡 全 3 ペーK じ で くさ 維 色 叶 S 

りり ホー に て TNIES 心 革 ” 限 箇 


Hd.6 ingpo/js 599 


。 HLMatsumoto 


PC の で 
al 
さ は 

了 の 4 


. / リ eo 


予想 以上 だ っ た 」。( 上 ) 予選 は コン マ 1 秒 差 の 2 番手 。 ス トリ ー ト で は ほ は ドライバ 二 の 


ッ プ 集団 以上 の スピ ー ド で 走れ る と 確認 で きた 。 勇気 づけ られ た けど と 休 団 i@ の 茜 誠 
ドリ ブ カ "” が より 求め られ る 。 そ れ が 見 事 に スピ ー ド で 現れ た 。 (AeA/as) 


( 右 ) 「 ス ター ト 後 の 10 番 手 を 走行 中 、 自 分 は 厳し いと すぐ に 分 か っ た ] と 表 磨 。 
球磨 の 第 2 ステ ィ ン ト は スピ ー ド が あっ た 。「 フ ィ ー ル ド が バラ けた か ら で す 。 先頭 な 


.5 加 DO 0009 リ 


Penske Entertainment: James Black 
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QG ヤー トト p 手 交 リト) で つ で 公選 
選 " | 上 韻 せ oMhy 曰 二 つ で 7 玉 完 " 
3 て EEY バ く 】3 た Spu マ Z(FS だ さ 
いそ HH ローG 尺 で 77 へ 愉 や で 2J” 
ー ド K 吐 醒 p 普 選 つ で で で " 

| 拓 唱 五 き っ ふ 欧 弄 し WS っ うふ ヽ ふさ トル や 
うり っ 8 例 で し っ うつ つ で” 吐 嗣 
y 操 選 GN や さと 間 相 喉 WS で や 
SS で" ま J 心 っ 心 測 さ で "人 K リ ーー 
お SH6 つ で 色 " 失 ふつ 6 野 公 四 
で SS で 上 じ も で "で し ゃ | 人 マミ ・ 
IT で へ JG 尽 SG で へ 1 ト で の の の り 
や 針 人 ②!J ュ JJpNR で 昭 っ 二 」 

で ゞ へ 1 條 で の の の ぬ 受 ytG っ "ペー 人 KK 
へ せ 革 調 導 "WS 喘 屋 G さ ーK じ 玖 N9 
人 トー ロマ て じ 人 交 パ | 据 na- 症 っ ロ 
祥 で NO” Q 四 人 トン 起 只 つ " セレ ミー 
RK が 中 瑞 じ 忌 SN ト K て o く や "ロロ 
〇 と ぐー ユー て 医 や 私 本 で へ 必 ポ 々 
ミ 喘 G 抽 く ヘリ ー ぜ 固 じ 美 社 R 史 門 
虹 つ "ーーINK リ ーー 友 の や で っ 丁 滞 
けり 天 H6YO で KG お 3 で 5 

介 色 NG※G ロ ロー トス "77 
一 - く マ で ドレ ゼ 古 や 抽 施 "na 部 喧 


10 Running 
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王 の | と | と | 〇 | ここ | | ここ | | | | 〇 | 
コ |1| =| こ | 刀 有 |] こ ニ | こ | こ | こ | ここ | とこ | 刀 | と 
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ュー TI|1 〇 | 区 11| ビ | ビビ 肝 1 ビ 1 の 1 
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で ] た で で CN トロ トコ CN トロ トロ トコ CN CN 
の う 
の 
ぐ く た 
CN QIRToOIO ひい 和 』1 ひ lo 
所 re 還 ぶ | ぐ の CN トロ トロ トロ CN トロ ャ ー トコ ひい 
で 
= こ ど 1 の 
ぐ く 
テ |sls ゃ ゃ ゃ 
で 1 で で 1 で 
の | 氏 | 61 で 1OlGIlGI1GIOIGIGIOIG 
し ) Fー ュー と コ ュー 〇 〇 と ュー 〇 〇 ュー と コ 
5 の 』 〇 |1 の | ピピ!| 〇 1 の | ピピ! の 1 の 
トリ ご) 
で の ご ら Q 
コ の ーー 
lls| |sl 引き | |s 
@ 1 三 | = geleglsalI8 E 1 .S 
の ① ロ - olT 一 
cu』 | 且 | ゎ mlEIglgl モ | マ | ち ||* 
貞 el io| ロ に G ご | で に 間 還 い 
ュー | と | で | ち | 語 | ち | loG|1ElI 
し ュ つ (】 〇 ーー 選 で いり 〇 ae 〇 ら 
C う の | ビビ | ココ | ズ ズ | | |1 口 1 選 | 1 ビ | ご 
ジュ 
一 ] =】 
呈 選 有 | ご INIOI さ IIHoIFHol1o1 ご | ここ || ご 上 1 ご | ご | ご | ご | こ 


中 給 G 介 Ne エロ ヘー (Kー ベ ーー) レ 
PEN そ 1 いん i(F く だ こま 9 

ペーK へ ハ 受 喘 G ト や AH ミ (K テ ユ 
ーー)^ ーーIhA を IN や 本や 玉 ( っ ) 
Jp けり ロー ) し ゼ 貴 嗣 公選 晶 Mh4m" 表 
Rag17 的 っ う 中 ーママ 了 て SNW で で や G 
の o 括 や く レ ヤセ 吐 嗣 て NN コ くさ つ 玉 )J 
っ JRSzQ 医 陣 6 ロー ケ 2Kー ユ ーーG 
く ト ドー ルド へ K 尺 融 薄 吾 に つじ うっ t6 
っ _J 宮 握れ Ne 避 Jp 的 で 世 公 NG 運 中 
りや ル 和 へ 6G 配 爾 公夫 で 丸 ” 咽 尽 6 心 
ひ や そ 0 で に 認 明 te ン っ 革 頑 で し 
っ 尋 公 "上 購 疹 年 公 大 飼 ロ ボン さび 
うい し っ う 玉 …… の っ J 提 NTJ っ Jp し 4ONG" 
に 中 4G 味 画 公 野 で や" ト ふ さ 
か へ NB 掲 KGJ う ) 公 泡 朋 S 貴 唄 正 選 や 
トト で へ や 届 RR 志 で " 答 只 公選 で 
っ !J ュ っ) に 半 癒 更 陸 器 理 く し つつ で 7 

| ロ 〇 と ゼ 式 公 で G 嘱 で で し っ hG@ パ や の 
te ロス くさ @ 耶 っ ホー ズ 」 て 忌 ト 
Kー レ 際 区 で 湯 つじ っ 7 Q7N 

り 天 つじ MC467 IN くさ 細っ J 臣 つの 
ー ド K し 起 昌 麹 宝 Ke) 人 色 し ゃ SS 公 いひ 
2 O 〇 と ポ 選 叶 H6 し ヘー 人 KK へ へ 妨 っ 


の 1 び 〇 ) び ) の |! ご 1 
に ご 
「 ュー 「 「 「 コ て ゴ 
コ ら ご 川戸 用 戸 9 
コ っ コ | コ | コ | ご 
IO の II 区 II てこ 
Q 
『)】 *ー LO CO て の ビ 
ヾ ー CN トー CN = 
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oloG ら lolQHIQIE 
ー1Q QHIQI こ 
詩 
や CO 
) ー| で 1 で 選 
GII OH Gl GlQGI 
〇 ュー と コ 〇 【=】 〇 
II の | の 〇 の 1 1 世 で G 
a 加 
① 
O 計 
gl ぢ 
に に) 
ら 61 や 1 | で 1 の 1 〇 
GII 王 | ol と lo 
1 と | =|g15I 
J コ 
ュー の や 写 に ee) 
8 GII ml1oI GIIO 
ニョ | 選 1 の OILHI コ 
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Penske Entertainment: Joe Skibin 
1 電 


し っ ぷく 公 ホ ー・ お つく へ うり 6 器 枝 到 
絞 尺 で” 羽 ン SN ミー 玖 求 で 刀 り の 
ホー ベベ SG く トド ポー ドル へ KK 思 に けり で 人 
n し っ Q? 医 妥 GS ルレ A へ り に 中 < ロ 公 SS 
で て で 3" セレ ミー ド K っ ) 要 で ぐさ っ く 
ポー ドル へ KK 交 必 区 め 中 瑞 尿 Q 中 や KGIJ 
う 忌 や 0 し っ 玉 給 幸 耶 っ" トー イロ 
ゞ マーレ 6 上 引 映 Q 四 財 公民 のり 葛 さ 際 
人 @K リ ーー や 醒 電 

民 舞 せく 6 吐 じ 洲本 !) う む し っ 
選 公 ペー ド 世 G ト ふ A1 條 ヘー ビレ 幅 G 
甘 民 陸 層 叫 雲 つ 刀 刀 S" ヘーK へ 里 英 
GS ロ ーー 話せ コー らら SS GLIh で て 
へ ふせ PS っ 守 選 で 刀 ” 下 GK く 
マミ 尽 必 柳下 や る っ 7 名 時 へ 
ー 人 KA 電 股 7eJT Fn シン っ 愉 守 うり 
っ Jp で 37 下っ IJA や で 
刀 ペーK へ で 刀 」 政敵 還っ きじ 0 
SS で や 色 / 必 苑 @G て へ AI ト で の の のり 
表 t@ KN ロー 店 へ 心 く 心 せ 條 で ミ 
・T で へ せつ る NeO ロ OGK 区 
か NU 和 補記 ざ すそ へ に K リ ユー 人 ハ 本 へ 杖 由 
^ 悪 英 下條 く で で 括っ 公 思 ぐり 
Jp し ONG は JJ9 他 総 唱 局 避 つ し まや で 


H.Matsumoto 


有 . 2 7ex05 


Penske Entertainment: Chris 0wens 


L_】 
に 」 


ン を 通し て 丈 磨 の スピ ー ド を 削い で い 


3 


ロー ド & ス トリ ー ト で は マシ ン の 不具 合 と 思わ れる 不利 が 
ー ズ 


シン 
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に 
あー、 ご 
! に 4 
人 に 
る 
1 ) どき. d 
リポ 日 1 
っ Lo 
に らら # 1 「 
| 「 の き 日 
EE . 
m 一 I 』 
So ロロ 
へ A 叫 さく 
有 粒 思 引 で 
押し ハハ ペ 
| 器 K マ セレ 
H 」 世 お ーー で て 
K 芝 公 ト J 
き 「 まり 証 且 
隊 NI、 こ 、 
s 回 っ 8 叩 
I レ | きい 回 て る 
、 授 玉 AMNS2 
4 HG へ ハ Oo 
いく s ふ や 栓 公 で 
NN 西屋 へ 中 
EN | 日 守 
IN し 。 交 色 怪 玖 
態 井上 用 で は に KK に 
証 表 KING い 下 | 
ママ で で | ユ 
SM 由 焦 指 則 さ セレ 
本 田代 トド 悪 
幅 り し 上 革 で や 地 
題 本 3 所 | リー つや 
選 取り つう へ うり 
嗣 吉 トト で ヾ で 心 静 
中 過 起 で トロ 
tsG 赤 K つ 避 
レレ レレ ユ コ ー6 
ティ 太 ホ | し 人 螺 心 MM 
EE 
男 は | 由 了 つつ 
ナベ KT 一 暴 AK 


Google と android の ス 
ポン サー ド 強 化 に よっ 
て 新た な カラ ー ス キー 
ム ぶ と な かっ た マク ラー レ 
ン は ノリ ス が 3 位 表 彰 
台 を 得 た 第 4 戦 エ ミリ 
ア ・ ロ マー ニャ GP で の 
仕様 。 フ ァ ン は 必 買 。 


auto sport 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 開 係 


続々 発売 の 新規 定 F「1 モ デル 
話題 の マン ン を 全 周 囲 か ら 観 察 


マク ラー レン MCL36 エミ リア ・ ロ マー ニャ GP 2022 No.4 L. ノ リス 
メル セ デ ス W13 パー レー ン GP 2022 No.44 L. ハ ミル トン 


スパ ー ク 申 1/43 時 レ ジン 製 時 各 9900 円 (税込 ) 


Text d 小嶋 生 (Joe Kojima ン MS-models) 
Photos 人 ⑳ スパ ー ク ジャ パン (Spark / MINIMAX) 
XPB Image8 


Dark / MINIMAX 


今年 の F1 も つい に 終演 。 し か し F1 ミ ニカ 
/ 一 界 は これ か ら が 本 番 。 レ ッ ド ブル や アル フ 
K 剛 / N の ァ タ ウリ な ど は も う 発 売 中 だ が 、 今 後 、 今 年 
い の 本 戦車 モデ ル が 続々 と 発売 され る か ら だ 。 
今年 は 特に 忙し い 。 車 両 規定 が 一 新 され た 
こと で 全車 が "オー ルリ セッ ト ・ ラ ル モ デ ル 
チェ ンジ ンジ と な っ た こと で 見 た 目 が 変わ り 、 
空力 アプ ロー チ も 各 車 さま ざま 。 個 性 が 際 立 
つよ うに な か なり テル ー で きい マシ ン だ ら 
け な の だ 。 な か で も 「 ゼ ロ ポ ッ ド 」| が 話題 を 
集め た メル セ デ ス や 昨年 か ら 好 調 の マク ラー 
レン は その 筆頭 だ ろう 。 4 カ月 も の 短く な い 
オフ タイ ム 、 待 ち き れ な い 御 仁 は 、 ぜ ひ 。 


Spark / MINIMAX 


| 
。 、 

W13 も MCL36 も プロ ポー シ | 

ョ ン の 素晴らし さ 、 リ アル さ | 

は さす が スパ ー ク と 吟 ら され に 暫 ーー > 

る 出来 。 細 部 まで 精 客 だ 。 信二 = 

者 は 新規 定 車 の 特徴 で も る ホ 大 

イー ルカ バー が |Chrome」 カ ゃ 

ラー で レイ ンタ イヤ 再現 と な 

っ て いる 点 も この モデ ル の 見 | 


Spark / MINIMAX 


ateryx 


ANALTTI に な 


il 


今後 も 各 チ ー ム 、 今 年 の 本 戦車 モデ ル 
が 多数 スタ ン バ イ 中 だ 。 ア ルビ ピー ヌ の 
[序盤 2 戦 だ け 仕 様 」 だ っ た 全身 ピン ク 
も 今 と な っ て は レア 感 も あっ て 的 力 的 。 
な お ア ェ ラー リ は 同じ く ス パー クジ ャ 
パン が 取り 扱う | ルッ クス マー ト 」 ブ 
ラン ド で の 発売 が 控え て いる 。 


Spark / MINIMAX 


「 こ れ ぞ 」 な 記念 の 一 台 は 1/18 で ! 


スパ ー ク は 1/18 も 得意 だ 。 1/43 よ り も 発売 まで 
の 時 間 は か か る し 値段 も 張る が 、 そ れ は その まま 
クオ リティ の 高 さ に 比例 する 。 見 よ 、 こ の 超絶 な ト の デ 
精密 っ ぷり を 。 多 く の マ シン や バリ エー ショ ン を 1 AU 
間 ) ス パー クジ ャ パン 収集 する の が 1/43 な ら 、1/18 は 「 こ れ ぞ 」 な ー 全 < 「 
https://Sparkmodel.CO.jp を 記念 碑 的 に 買い 求め ある の に 向く 。 例 えば この ア ヘア 日 本 を 愛し 、 愛 され た ベッ 


https://ja-jp.faceDook.com/sparkJp/ スト ン 、 セ プ の 引退 車 は 人 気 爆発 確実 だ ろう 。 ee 2 の AMR22 3 店 は も 


うす ぐ 発 売 。 2 万 6950 円 。 


cy aUtO SDOFrt ※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価格 は 10% 税 込 で す 。 
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の 中 QG 剖 選 公 ぐ Q 不 更 拉 名 
中 咽 つや 避 忠 上 ” 振 周 ヒ コ の やり 公 
ふ ・ ふ て hCG ペー ミー 直 京 志 摘 へ 
H て へ 和 必 相生 貼 人 スト マ で へ 
ーーp レ 0 レビ S で で で 刀 " 畠 尼 装 悦 
やや G ぜ 眉 と oo 民 レ の ヒ QANIN 
K 稚 絡 村 KG 「 た へ 尼 と 2 口 証 そ さ へ 
信 7 コ 弄 人 還 D 外 陣 し 忠 理 1 で 
Ne 咽 浅 閣 ロ ば J6 涯 諾 じ 失 絡 本 KG@ ょ JJ 
S 来 6% で し ユー ホー 融和 中 し 
局 雪 惑 征 購 S)G 還 り 功 mh で や で " 
I ト K ロ 8 さ 午 HI トーIN マ ミーG 閉 
閉 党 | 選 ya 男 磐 再 責 NR 咽 貢 括 
けり ト と て て ホー ツリ つ し よく ー 稚 話 必 te 
幅 描 押上 罰 路 中 公 失 言 " 四 範 引 昌 六 ツ 
つじ し 6 た へ 尿 好 叩 @ 志 司 唱 KN0 ホ トーマ 
し St” 北 半 出 " 還 周 宙 G Up 
SKKSA NN で KW で 民 角 墜 玩 
壁 喧 つ ウ ホー キタ か テロ 理 6 で" 

ト JGG 州 忠 せ 好 舌 @ 記 革 中 日付 
ヽ ュ っ) ロビ oo っ JG 下 再 才 G 思 瑞 " 匂う 
選 政 悪 や hkeS ロ や 私 で へ 
roo し 6 貴 近 6 郁 活 JJS で 人 の 客 
攻 ゴ 6Sj6D 第 隊 選 むい さ へ 公 釣 抱 
長刀 やつ "| 据 人 尽 給 で や くく 
AA 本 へ 和 全 ペー せ 明 ININhー で SU 
1 H6t6NvGH6H6L JO リ 還 て? 

所 上 選 せ 選 睡 公 QGK ペ ーー" 喧 忌 
SG-IhN で へ へ 区 回 ポ 6 幅 帳 で や 
で 8? 順 っ 配 回 て て へ 則 貴 つ 凶 
つ ” 堪 葵 著 @ 蝶 で 中 HH 私 心 ” 直 剛 KK で 
^ 下 利 K カ ロー テー7/ ト ペー6 宙 年 と 
IN で へ 素人 AA っ ろ で や 尽 寂 器 
SNR まま べた だ すさ 05 て (ES EANEKN) 
了 揚 "Go 念 の レー ふつ ^ 駆 m 郡 
Jp し GL と oo 9 ュ 6t6 了 中 喘 喘 麹 INS 
hGeo 評 の 玖 で % 厩 染 つ や" 
「 無 p 絡 @ ざ 0 の 革 上 麗 和 人 固 @ 楽 呆 
S 半 っ 取 公 べ | 記せ 羽 反 じ *0 や 
SS ロート へ や 中 規 や 社 枢 お | 
半 具 丁 民 只 で Q 紅 シン レ め ふ で 人 公 し っ 


S 葉 2 新型 シラ あみ ・ タ イア R(FL5) が 
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TexXt ⑯ utO_S 


arersreWe# 2 す Soofr 本 泊っ ガ 


6 本” 局 皿 蘭 G 幸 人 っ っ 6 や IAQ 心 
うり っ 愉 @S 交 | 中 法 じゃ" や 邊 で へ 
ヽ ゼ ロン と ooGpGNGH6H6r く で て 的 < 
レ っ も G や " 麺 っ 公 和 し っ to) で 
や 避 NvGJpGG 掴 口 ぷ さ 屋 " ヒー コム の 
お 世 屋 局 @ 変 間 じ し ボ 記 GS や マー ふま で 
へ 玖 義 N 査 紅 つ し うっ 生じ” ト ) 
で ぐー ド 更 癌 へ く 心 公 1 で 
司 品 更 和 0 で し っ AG りう 心 際 色 じ 」 
3 紀 回 ポ " 路 紅 羽 洋 さ 接 7yc で 普 @ 押 忘 
SSJ′ 選 相 示 G 芯 二 せ ン シ 10 徹 つ で 
で SNn7 

INN さ で マ 虹 距 SS 虹 べ 抽 つ 選 咽 や 
に つの 包 ” 司 性 を を 思 回 ーーHA 公 
へ で うり 州 散 葉 選 公 ボ 到 Q 半 て 全 
つ S 公 で 麗人 倒 ペーK ル へ や 避 下 
よし や KS スト ーー) で で "中 ー 
朝 細 し 玲 ” ペ 捉 せ IN マ ベー 癒 
記し っ や 名 中 細 区 ポロ KO)) ヒビ oo 
し 6 本 昌 明 " NG 表明 呈 御 表 己 慌 杖 
Jp ぶせ キ ペ ユー ドー ミー し 選 G 
う りう っ 心 ” 下 虹 " 罰 束 十 公 し 臣 pS 
っ 球 還 で 公 Q 寺 守 中 や や 人 私 上 で へ へ 
庫 屯 ロ め 所 中 つじ っ ik@" | ヘー へ 
移さ ー ヤ SS ボ 密 じ 抽 択 つ 英 償 
お 世 喜 周 @ 密 症 じ 扱 沈 人 に で で で し っ 
や" 功 押 G 刀 る 洋 甘 つ ベース 枕 
NG 所 皿 し 6 公 公 で や し も " 
條 回 G 紀 居 ロゼ 証 り っ 6 や で し つ 刀 
尽く ヘミ ー3J” 日 ト ロミ ー 公 
けり いう っ しゃ も し けり 抽 放つ し うっ" イー 
INTN さ し 的 聞 れ や で 公 ささ 穫 昌 ペー 
AT へ 4 や 昧 8 で で で せき で で GS 
っ モモ 信 A へ TAI で KN さて G 避 軸 を 
人 トー ふ ロ ドー か 畠 つ っ や つつ 6 ド " 
NNJ や Q で で う 押 衝 つじ う っ 二 民 」 


や トー 概 屯 し GIRtSNHNN 


年 選 人 で せ 福 楓 疫 貴 の 剛史 刺 の 7 
き 臣 6 寺 札 IN な NsdG て I 必 で マミー 
尽 層 補 じ 淫 や つじ っ で 公選 の 


088 


auto sport 


Photo @ 澤田 和久 (Kazuhisa Sawada) 


ー 還 し ー て っ ms 
Y - 2 ns っ 
- る yy や 「。 - 円 *3 で っ 
を そこ くく る 9 er に コ 
ニン きこ = で の Sh く > デハ お = 


新旧 2 台 を 並べ て 比較 し な く と も 、 ロ ー& ワ イド 化 が 際立つ FL5 シ ビッ ク Type R の フォ ルム 。 全体 的 に ボリ ュー ム を 増 
し な が ら 、 全 高 だ け 低 く な る と いう ディ メン ショ ン は 、 レ ー シ ン グ カ ー 化 に 向け て メリ ッ ト が 多い 。 一 方 で 車 重 は 増し 
た が 、 性 能 向 上 の た め に 使わ れ て いる ウエ イト で ある 点 、 そ し て エン ジン パワ ー と トル ク が 増し て 重量 増加 分 を 補っ た 
た め 、 ド ライ バー に は ネガ ティ ブ 要 素 だ と は 感じ させ な か っ た よう だ 。 な お テス ト 時 点 で は 1300kg 近 くま で ダイ エッ 
ト に 成功 。 主 に リヤ 周り の 軽量 化 が 進ん で いる た め フ ロン ト 側 に 重心 が 片 寄 っ て し まっ た こと に つい て は 課題 だ と いう 。 


や キー 


FL5 型 プ FK8 型 CIVIC Type R 主要 諸 元 比較 


型式 胃 先代 と の 差 
全長 (mm) 4595 35 
全幅 (mm) 1890 15 
全高 (mm) 1405 -30 
ホイ ー ル ペー ス (mm) 2735 35 
車両 重量 (ke) 1430 40 
最高 出力 (kW[ps ノ rpml) 243 [330] ノ 6500 8 [10] 
最大 トル ク (Nm[kgm ン rpml) 420 [42.8] ノ 2600-4000 20 [2.0] 


電 
左 か ら ド ライ バー の 木立 氏 、 エ ンジ ニア の 竹内 氏 、 ド 
ライ バー の 石垣 氏 、 監 督 の 望月 氏 。 全員 が ホン ダ の 社 
員 だ 。 3 名 の ドラ イ バ ー で トー タル 周回 数 は 37。 


の 省 が ご 出 と ビビっ 様 ら っ で の まり が で に た だ 
セ い ご いと て 役 シ て で て 立 だ ンス い リ 摘 
(上 ) エン ジン は 先代 同 レ と {| 武 だ く 貢 秋 い `" い 結 ち あ グ ム る | っ 
様 K20C 型 を 積む が 、 タ ク い も 藤 つ る つ 更 て 二 る 灯 上 ま に | 木 の て 
ー ポ チャ ー ジ ャ ー を 。 新 。 ト う で て 選 た El て に あぁ 中 ス が り 近 ズ 立 ス 高 
の で 感 ト 放 * 象 い よ ま 政 と ト り 感 い で 氏 ム 評 

小型 化 さ ユ せ つつ コン プレ 人 ル 車 本 
ッ サ ー の 箇 形 状 や 枚 迷 じ ル ろ F の て る り 昌 い レ で じ 感 ` に | 価 
ッ サ ー の 糞 形 状 や 枚数 を ニ R ク ヽ 感 CC 過 ナ 、 RN NRN 
8 う が 大 K ほ レ 感 う | 紅 な じ N よ 答 を を 

見 直し 、 パワ ー も トル ク 感 ? い ハバ ニ o NN の 【o) ヽ ヽ O 

6 記 ま 粗 8 う パス じ ト 鋭 し A る さ し 
も 向上 させ た 。 ( 右 ) ボ うっ も 党 で が ワ ポ ら 40 石 の さも 最 エ と “た 
ン ネ ッ ト ダ クト は 負 圧 に な た す は の 強 | シン れ KE 垣 ス を の 高 ン 一 先 の 
より 熱 を 引き 抜く 形状 に 。 場 く ご へ レ い が ス ま の 氏 ピ 増 の 出 ジ ト 代 が 
FK8 で の 知見 が 活か され 面 な い ト | で ス の せ 重 の | し ` カ ン ル に パ 
採用 され た 。 で いで レス す ム 向 ん 量感 ド て コ の の ク 乗 ワ 
も * す 「 経 一 | 上 * 増 想 も い | 違 フ の り 1| 
 … ギ よ ト 験 と ズ が タ は も 高 る ナ い イィ 出 慣 デ 
高 や ヤ や “で が の に ひ | 乗 同 ま の | は | 方 れ リ 
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SG せ エ レン シン っ うっ 宮 うう や Q を GS" 
政 ペ ユー ド 世 世 し セ も | の 朋 りう っ ぃ 7 
忠 拉 毅 中 @ 帳 翼 近 やや 私 で へ 心 倒 
弄 jp( ビ さっ う ” 八 ロ ユキ お も K そ へ 必 町 へ 
GSK テ ロー ふ 中 牙 人 J ト IN マス ヘー 
屯 C で で” 症 り テー 貞 絹 せ 窟 擬 路 
貼っ で ンド ・ ル 公 由 | で BS) 賠 揚 
リナ テー で マ へ 彰 了 ”" ロート れつ や へ 心 せ @ 
4I に た ut に EE くも (0 た こよ く 年 「 に づこ o 
ウ ゼ ロー ホーG ふ ふつ 代り DA も で ヘー 
尽 ぐ 閉 十 全 さ ロロ 公 で し 担保 ロン っ 
電 判 色 二 し っ 選 や る S^ ヘー 人 KK へ 鑑 甘 公 
RISELONESPS い IOPEEIES) 
て 褒 恨 唱 舞 中 " 医 ゴ 閣 じ pFJG ト IN で 
XX ヘ ー ド 所 で で” 刀 社 つ "HA 公 日 ト 
SG お だ 区 江 出 KG 「 っ 玉 へ 
っ 内 t@ っ "に 取 條 に じ つ っ りう っ 量 豆 
民 表 届 記 レ つ 層 心 や 私 本 で へ へ 人 篤 め つ 
で や で” で 6 やじ 選 し 掲 喉 ひじ 
於 9 つ 刀 」 JGIJA" テー で へ 朴 装 
明 鐘 つ 豆 窟 括 中 中 で NO)「 選 下 刊 せ 
っ っ むら うり” 名 回 層 天 お つ 選 ン で 
8| WP ホー 人 回 @G 提 上 己 トー 


操 ト 回 穴 へ ふ 。K 。 く 
J ロ 條 尽 か 私 医 / 呈 選 。 
判る て 玉手 1 葉 振 肖 
務 惨 へ hw く 括 / 監 
MHRNIA だ に 
民 [N Mi 日 
人 DG NG 日 箇 
ふ 鍵 呈 %* つ KTK 選 秋 @ 
へ 旧 衝 や 和 さ コロ NN を 
w 則 索 で 折 て デン KK キミ 
婦 S 公 中 上 じ へ LNS1IS 
経て さ S 叩 日 く ロ させ 
> こ マ Yo 功 四 B つ hTRK 
ロペ %o 奈 著 キ ビビ ャ キハ 
ご 選 選 ロ 1 キン ント ユ いい 


アプ アブ レラ 


ふ 上 へ 球 装 天 S” 人 ト ロー 絡 己 下 
玉澤 選 や 私 引 で へ へ 更 画 層 KG)J っ) 
っ J) さ で Nm" 

[ 汚 民 っ 財 剛 せ 玖 N9 さ ンー ヒン 
oo っ JL toG 提 間 赴 で レス っ jp6 公 人 
XX へ AA へ AIAG 押 で ひで 刀 さ セタ keG も や 
NGQ 夏 ン to 6 りう 6 公 叶 尽 
SG 際 編 じ つ で ” 世 隊 司 じ 6 拉 じ 
っ 心 局 由 せ 究 *Q じ っ 層 公 ” 陣 で 
震 紅 @ 刀 で り 弄 で し う keH マ て で で 
し 窟 函 や 淫 民 トト ロゼ 時 し っ 
ゃ < ぐ ” 路 尽 G 掲 に 公 で 昭 っ 6 選 公 因 で 
り 人 8 さり 寺 二 人 色 で 刀 り っ 6 公 爺 
宙 じ も |] っ I ト KK て 選 6G を に ポ " AH て 
ふ ぶ ト ヘレ ゼ 導 環 くべ G く ミー へ カ 失 で " 
ホー コス ゼ NG 叶 和 英理 陰 ES で 遇 届 7 
必中 量 ね 


| 鈴 


っ へ 選 で ヾ | 由 庄 セ 。 
うり % 揚 | 。KーK 。 エ 
[や 。 二 1 で や 。 ン | | 
R ヾ 失 G ぶ ミミ お ロ 昭 X 
SH キ | て で SS 
へ AKG 人 語 
AS 一 WW 青 づ る 水 一 
| 皿 尋 必 心 押 で KO 慌 う っ 
ゝ べつ 赴 へ て り 古 胡 男 
ュー で へ ぜ 色 で 接 
ウエ K ト ロロ ご 楽 公 で 
SG) へ SN 浅 個 っ 下 
YJJp 必 や し め ゃ せ S 色 
ぶ 心 てく へ 選 ト 栓 晶 


上 
日 
5 4 邊 
トー 所 ユ 放 = 組 < る) 区 た を , ン 
ふ の 人 くら に ク レク を タン ノ 
KR 8 こっ 妥 間 IN てく ーJpA っ 6 し 和 公 。 芋 敵 民 
Q ・・ と つう +p この タン 還 
SN エ 科料 人 R 昌 9 お と GS く 7 ミー へ へ 中 6 マン 扱 選 つ 
き 居 さ K 衣 つ K へ ゃ や 革 抽選 雪 5 に 6 
に トロ ヒビ ww ふも や H」 計 腸 m KK 還 ok レ く トペ ポール へ に K 的 芽室 し 0 し っ % 
| 合 s 叶 ご 上 由 hh 貼 串 選 公 へ PT 窒 @ Il タン Oo 十 つ ゴン 
芋 8 記 天 下 中 。 1@ | ロッ ペ 19 | p ヽ と っ つ 層 玉 色 約 も" 了 区 挨 己 
HH 和 QNO の 7hG 大 民 公 や ロロ 揚 路 て 
に ド 環 S コピ ぐ | SS テ o ら 。 世 1 コ を ゅ 党 <K 電王 へ て て GIN ヘ を ・ へ っ こ 』 林 本 0, 
8 吊 IS の 時 人 る 下 南 RY を 1 に 坦 な 5 と 
7 18 ご ジミ | 間 は 中 に SS 上 上 NE で He6 ヘ 一人 K へ 公 容 で の レ つ He っ ww 
し Z 下 ・・ 5 
G り 導 玉 最 さ ジミ く 旧 KN 款 Q 堆 K 還 < 二 球 回 | ゼ AE を 1 ーー 
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日 本 GP で ドラ イ バ ー ズ ・ チ ャ ン ピ オ ン 2 連 を 確 


定 し た フェ ルス タッ ペン は 、 
キシ コ GP で も トッ プチ ェ ッ カー を 受け て F1 
録 と な る シー ズン 14 勝 目 を マー ク 。 


34 ま で 伸ばし 、 ま さ ( 
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ィ レ ゼ 征 唱 如 展 G り HH ロー ミ ・ 玉 KK ユー 
選 HH6 で teS2J^ 皿 政 G 弄 や 処 取 人 徐 
悼 時 ウレ っ 所 公 TNINA さ の On 
SG 中 員 G る の ロト H て 敵 回 和 を ローK 


TAI ト TA へ 公有 臣 っ 球 記 し ゼ "お p 心 
や つ 時 結 S 握 6 で っ っ) 表 人 つて で うっ 
4JIJtG 選 SNe6 で 唱和 向 の "3JGT 
ーK し jp 朗 で で GS うっ 玩 Y0 選 晶 時 本 teG 
お 本 償 で りり ) じ 人 SNWG 汚 駅 鹿 
ウレ W で 3 エコーIhN マ ペー つじ し 路 ン 坦 
醒 じ wote 由 則り St っ ) 昭 (か G も し” 名 
周 ハ ペーK へ く 下 五 刀 落 百人 @G ら で 
つ し や 直さ 団 ぐ じ ば つっ し" 


念願 の F1 初 優勝 を 達成 。 ス プリ ント 、 レ ー ス を 制 し 、 フ 


記録 し て 34 ポ イン ト を 獲得 。 チ ー ム メイ ト の ハミ ルト ン を 上 まわ る ドラ イ バ ー ズ 選手 権 4 位 に つけ て いる 。 


来 の チャ ン ピ オ ン 候 補 の ひと り と 目 さ れる ラッ セル は 、 ブ ラジ ル GP で : 


アァ アステ スト ラップ も 
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記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


20283 年 型 マ シン の 空力 開発 を 


アル ファ タウ リ に 委託 する 可能 性 も …… 


証 則 に よる 開発 制限 は 
レッ ドブ ル の 細 を も ぐ の か ? 


前 回 に 引き 続き 、 今回 も む コ スト キャ ッ プ 違反 に つい て 


レッ ドブ ル は つい (【 
ペナ ル テ ィ は 禄 人 金 の ほ 


こ 違 反し た 事実 と 罰則 を 受け 入れ た 
ま か 空 力 開発 に か ける 時 間 な どの 制限 だ が 


これ を 受け て チャ ン ピ オ ンチ ー ム の 戦略 は どう 変化 する の か ? 


= の と ころ パドック で の 大 き な 話 題 
トー は ひと つ だ け だ っ た 。 レ ッ ド ブル 
の コス トキ ャ ッ フ 違反 で ある 。 こ れ は 財 
政 的 ドー ピン グ の よう な も の で あり 、 ペ 
ナル ティ と し て 2021 年 の ドラ イ バ ー ズ 
タイ トル を 和 奪 すべ き と 考 える 人 も いれ 
ば 、 支 出 超過 は 成績 に は ほとん ど 影 響 は 
な か っ た と 言う 人 も いる 

いずれ に せよ 、 確 か な の は レッ ドブ ル 
が コス トキ ャ ッ プ に 違反 し た と いう 事実 
で 、 結 果 と し て 700 万 ドル の 禄 金 と 空 
テス ト の 上 限 時 間 の カッ ト が 科 さ れ た こ 
と だ 。 そ し て 、 こ の 禄 金 の 額 に つい て も 
また 多く の 議論 が 生じ て お り 、 人 金額 が 低 
すぎ る と 主張 する 人 も 少な く な い 。 
だ が 、 よ り 興 味 深い の は 空力 テス ト の 
削減 の ほう だ 。 レ ッ ド ブル に 対す る 禄 則 
、 空 カテ スト の 時 間 数 を 計算 する 際 の 


係数 ] を 10% 減 ら す と いう も の で あり 、 


単純 に 風洞 と CFD の 利用 時 間 が 上 限 か 
ら 10% カ ッ ト さ れる わけ で は な い 。 

は 、 空 カテ スト の 規制 は どの よう に 
行なわ れる の か 。 ベ ー ス ライ ン に な る の 
は 風洞 の 利用 時 間 の 上 限 値 で 、 現 在 は 年 
間 の 利用 時 間 が 「 ウ イン ド ・ オ ン ・ タ イ 
ム | で 80 時 間 ま で と され て いる 。 こ れ 
は 風 油 に モデ ル を 入れ 、 デ ー タ を 収集 で 
きる 状態 で 風洞 の ファ ン が 回 っ て いる 時 
間 を 意味 する 。 ま た 、 風 洞 内 で の モデ ル 
の 設置 、 あ る い は 手直し の 時 間 を カウ ン 
ト し た 「 占 有 時 間 ]」 は 最大 400 時 間 と い 
う 制 限 も ある 。 さ ら に 風洞 実験 の 試行 回 


数 は 320 回 まで と され 、CFD テ スト も 同 
様 の 規制 が 定め られ て いる 

そし て 、 こ の ベー スラ イン を 基準 に 、 
各 チ ー ム の 選手 権 で の 最終 順位 に 応じ て 
空力 テス ト の 最大 許容 時 間 が 決ま る 。 た 
と えば 、 コ ンス トラ クタ ー ズ 選手 権 最 下 
位 の チー ム に は ベー スラ イン の 値 の 115 
% が 与え られ 、 反 対 に タイ トル を 勝ち 獲 
っ た チー ム は 、 ベ ー ス ライ ン の 70% ま 
で し か 認め られ な い の だ 。 

し た が っ て 、 最 下位 の ウイ リア ムズ は 
368 回 の 風洞 実験 試行 、92 時 間 の ウイ ン 
ド ・ オ ン ・ タ イム 、460 時 間 の 占有 時 間 
が 与え られ る 。 一 方 、 チ ャ ン ピ オ ンチ ー 

に 許さ れる 試行 回 数 は 224 回 、 ウ イン 
ド ・ オ ン ・ タ イム は 56 時 間 、 占 有 時 間 
は 280 時 間 に と ど ま る が 、 も ちろ ん これ 
ら は コス トキ ャ ッ プ 違反 に よる ペナ ル テ 
ィ を 勘案 し て いな い 数 字 だ 。 

で は 、 こ うし た 値 に 基づい て 、 レ ッ ド 
ブル に 科 さ れ た ペナ ル テ ィ の 影響 が どれ 
ほど に な る か を 計算 し よう 。10% カ ッ 


ト は 占有 時 間 で 28 時間 の 削減 に 相当 し 、 


結果 252 時 間 ま で 減少 する 。 同様 に 試行 
回 数 は 22 回 、 ウ イン ド ・ オ ン ・ タ イム 
は 約 5 時 間 半 が 本 来 の 上 限 か ら 減ら され 
る 。 た だ し 、 こ うし た カッ ト は 6 カ月 ご 
と に 、 そ の 時 点 で の 選手 権 順位 に 応じ て 
見 直さ れる た め 、 レ ッ ド ブル の ペナ ル テ 
人 

可能 性 が ある 。 ま た 、 風 洞 実験 の 試行 

リア ムズ と 比べ る と 166 回 も 


少な く 、 そ の 差 は か な り 大 きく 感じ られ 
る が 、 直 接 的 な ライ バル と の 比較 で は そ 
れ ほ ど 大 き な 違 い に は な ら な い 。 た と え 
ば 、 フ ェ ラ ー リ の 試行 回 数 は レッ ドブ ル 
より 38 回 、 メ ル セ デ ス 94 
と は いえ 、 空 カテ スト 上 限 の 差 は 
フォ ー マ ン ス に 明らか な 違 計 い を も た らし 
うる 。22 年 の 初め に 、 ハ ー ス が 高い 競 
争 力 を 示し た こと を 思い 出し て ほし い 。 
彼ら は 21 年 に 最 下 位 と な っ た こと で ほ 
か の どの チー ム よ り も 多く の 空 カ テス ト 
時 間 を 与え られ た た め に 、 あ の よう な 現 
象 が 起き た の だ 。 も っ と も 、 ハ ー ス は 
21 年 の クル マ の 開発 を ほとん ど せ ず 、 
最初 か ら 22 和 年 の テス ト 時 間 の 獲得 を 狙 
っ て いた の に 対し 、 レ ッ ド ブル は すでに 
23 年 の マシ ン RB19 の 開発 に 進め て いる 。 
よっ て 、 罰 則 の 影響 は 、22 年 序盤 の ハ 
ー ス の ゲイ ン ほ ど 大 き な も の に は な ら な 
い だ ろ う 。 た だ 、 シ ー ズ ン 中 の 空力 アッ 
プ デ ー ト の 量 が 例年 を 下回っ た り 、 
RB19 が 開幕 時 点 で や や 開発 不足 に な る 
こと は 放 け られ な いか も し れ な い 。 

こう し た 状況 へ の 対応 と し て 、 レ ッ ド 
ブル に は いく つか 興味 深い 選択 肢 が ある 。 
まず 最初 に 考え られ る の は 、23 年 の コ 
スト キャ ッ プ を 遵守 し つつ 、23 年 と 24 
上 日 力 開発 に 充て る 予算 の 一 部 
を 、 軽 量化 と いっ た ほか の 領域 に 振り 向 
ける こと だ 。 こ れ は RB19 に は 間に合わ 
な い に し て も 、 次 の RB20 の 空力 以外 の 
朗 域 で 優位 性 を も た ら す 可能 性 が ある 。 
も う ひ と つの 選択 肢 は 、 レ ッ ド ブル が 
マー ケティング の 軸 足 を アル ファ タウ リ 
に 移す こと だ 。 ア ルフ ァ タ ウリ の 車両 は 
レッ ドブ ル と 同じ エン ジン と ギヤ ボッ ク 
ス を 使用 し て お り 、 間 量 ii 
高い レベ ル に ある こと か ら 、 理 論 的 に 

上 ド 5 に P も 当 CD 7 
RB19 と AT04 の 両方 の 知 的 財産 権 を 所 有 
する レッ ドブ ル ・ テ クノ ロジ ー ズ が 、 両 
チー ム の デザ イン を スワ ッ プ し 、 ア ルフ 
ァ タ ウリ に RB19 を 与え て 開発 させ る の 
で は と の 説 も ある 。 た だ 、FIA は そう し 
た 脱法 行為 を 快く は 思わ な い だ ろ う 。 

と も あれ 、 今 後 の 開 発 に 関し て 、 レ ッ 
ドブ ル は これ まで より も は る か に タフ な 
戦い に 直面 する こと は 確か だ 。 
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Text⑳ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
PhotO ⑳ XPB 


シー ズン 終盤 の 第 19 戦 アメ リカ GP、 第 20 戦 メキ シコ GP で 
も 、 ア ッ プ デー ト し て きた チー ム も ある 。 メルセデス は ア 
メリ カ GP で 小さ な フィ ン を 配 し た フロ ント ウイ ング を 投入 
し た が 、 規 則 上 問題 が あっ た と いう こと で 実戦 で は 使わ ず 、 
後 の レ ー ス で 対応 品 を 持ち 込ん で いる 。 レ ッ ド ブル は メキ 
シコ GP で 冷却 効率 を 高め た エン ジン カバ ー を 投入 。 同 チー 


補 力 開発 を 制限 する 玉 則 に より 人 の 49282 ッ 2 クジ 
2023 年 以降 の レッ ドブ ル マ シ ン の ッ ト を 追加 し 、 パ フォ ー マ ンス 向上 を 図っ た 。 
速 ぐ に 超 有 影響 が 出る こと は 避け られ な い 


PP uo 
作っ て 愉し お BT レー ス ら 
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に ーー^ 

夢 の オ リ ジ ナ ル ・ デ カー ル roseza 
時 間 で 総合 優勝 し た 
2 代目 アウ ディ R8 


アウ ディ R8LMS GT3 2015 年 ニュ ルプ ブル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス 優勝 車 0 

lp を 強調 し た フロ ント 

ベー スキ ッ ト : プラ ッ ツ /nunu 1/24 レ ー シ ン グ シ リー ズ アウ ディ R8 LMS GT3 マス ク に よっ て 初代 
より も 精 伸 さ を 増 し 、 


@4510 円 (税込 ) 


Tex W 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) Audi 


鬼 力 倍増 。 


これ まで アオ シマ か ら 販 売 さ れ て いた BEEMAX 1/24 キ ッ ト ・ 
シリ ー ズ は 近年 、 代 理 店 が プラ ッ ツ に 変わ り 、 ブ ラン ド 名 も 
nunu と な っ た 。 今回 は この プラ ッ ツ ング nunu か ら 発売 され て いる 
2015 年 スパ 24 時 間 レ ー ス 仕様 の アウ ディ R8 LMS を 使っ て 、 同 
年 の ニュ ル 24 時 間 で 優勝 し た 28 号 車 に 仕立 て 上 げた 。 全面 的 な 
カラ ー リ ング 変更 に は 、 オ リ ジ ナ ル の 水 転写 デカ ー 
ル を 小 ロ ッ ト で 製造 し て くれ る ハイ キュ ー 
プリ ント と いう サー ビス を 利用 し た 。 
自分 だ け の 夢 の オ リ ジ ナ 
ル デ カ ー ル で ある 。 


K.Takahashi 


K.Takahashi 


田 ボ ディ 形状 は 問題 な い が 、 イ ン テ ー ク や アウ トレ ッ ト の ディ テー 
ル が 甘い の で シャ ー プ に 整え る 。 主 要 な マー キン グ は ハイ キュ ー プ 
リン ト 製 デカ ー ル 。 印刷 デー タ (アド ビ の イラ スト レー ター) は 用 
意 す る 必要 が ある 。 著作 権 ・ 肖 像 権 ・ 商 標 権 等 の 問題 が 起こ る 可能 
性 の ある デザ イン 、 権 利 元 の 正式 な 許可 が 確認 で き な い デー タ は 受 
け 付 け て も ら え な い 場 合 が ある の で 要 注 意 。 


ンー こつ こっ つう (| 志和 ー デ テモ 
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6 間 ミ 。 軒 左 写真 中 央 は 完成 


デカ ー ル 。 そ の 両 脇 
ンプ 


テラ ナイ イザ し トト 
さこ は 説明 書 。 自 色 は 職 
講 / 5 7 の 79ZS9 の ーー 
/ で p 
w / 敵 
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人 いき 蔽 力 が 弱く 透け る の 


人 で 2 枚 貼り で 対応 
連 の あー 


、。 画 車 体 上 面 の 赤 と 黒 
は 塗装 で 表現 。 車 番 
に 本 と 大 
) W 1 ーー で 
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に 備え る 。 
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部 分 も 一 旦 マ スキ ン 


グ し て デカ ー ル 貼り “ 
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ライ が テ が 信 み カッ タッ ン リ と ズバ 9 も 、 
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た 


は 、 
7263 


[ 筆者 木下 隆之 の 近況 ] 
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NAPAC : Nippon Auto Parts Aftermarket Committee 
一 般 社 団 法人 日 本 自動 車 部 品 ・ 用 品 ア フタ ー マ ー ケ ッ ト 振 興 会 


ADVAN Racing TC-4 for GR86/BRZ Cup ー タ ー ス ポー ツ に お いて 究 恒 的 な 使わ れ 方 を する パー ツ 類 は 、 


和 カー が 異な っ て いて も 姿 形 が 似 通 う こと が 多い 。 要 
件 定義 が 近い の で あれ ば 、 進 化し た 解析 技術 に よっ て 最善 の 形状 


ーー ン も お お よそ 定まっ て くる か ら だ 。 サ イズ 、 質 量 、 素 材 、 コ スト な 
用 プ O ど に 制約 が 加わ れ ば な お さら 近似 する 。 レー シン グ ホ イー ル は 最 


た る も の で 、 デ ザイ ン に よる 差別 化 が 年 々 難し く な っ て いる 。 
そう し た な か 、 横 浜 ゴ ム の ホイ ー ル 部 門 、YOKOHAMA ホ イー 
ル が リリ ー ス し た 「ADVAN Racing TC-4 for GR86/BRZ Cup」 


性 能 担 保 は 当たり 前 


デザ イン で も 攻め を 買い た が 一 石 を 投じ た 。 規 定 サ イズ 上 、 ス ポー ク 部 分 が 平面 的 な デザ イ 
レー ス で 勝 て る 美 ホイ ー ル ン の ホイ ー ル が 大 半 を 占め る な か 、 湾 曲 ス ポー ク で 彫り の 深い 、 俗 


に 言う GTR デ ザイ ン を 採用 し た の だ 。 
同 ホ イー ル を 使用 する 谷口 信輝 選手 が 開幕 戦 で 
ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン 。 ク ラブ マン シリ ー 
ズ の 勝木 崇文 選手 も 2 戦 連 続 で ポー ル 
・ ト ゥ ・ ウ イン を 達成 する な ど 、「 デ 
ザイ ン と 性 能 の 両立 ] の 成否 は 、 
結果 が 示し て いる 。 
TC-4 for GR86/BRZ Cup 
は 広く 一 般 に も 市 販 さ れる 
の で 、 レ ー ス で の 結果 も 
受け て 引く 手数 多 の 状 
況 だ 。 オ フィ シャ ル サ 
イト の 一 文 が 現状 を 物 
語る 。「GR86/BRZ 
Cup 参加 者 へ 優先 し 
て 販売 する 場合 が あ 
り ま す ]|。 


SPECIFICATIONS 


TC-4 for GR86/BRZ Cup 


リム サイ ズ : 17 イ ンチ x7.5」 PCD : 100mm (5 穴 ) 
イン セッ ト : 44mm \42.900 (税込 ) 


規定 に より ワン サイ ズ 展 開 と な る が 、 カ ラー リン グ は レー シン グ ホ ワ 
イト と レー シン グ ブ ロン ズ の 2 色 が 用 意 さ れる 。 コ ンピュータ 解析 に 
より スポ ー ク の 股 部 分 と 先端 部 サイ ド に 肉 抜き を 施し 、 強 度 を 保ち つ 
つ 軽 量化 も 実現 。 バ ル ブ 込 み で 7 kg に 抑え 込ん で いる 。 ひ ん ば ん な 脱 
着 や レー ス 用 タイ ヤ へ の マッ チン グ を 踏ま え 、 ナ ッ ト 用 の 穴 に は スチ 
ー ル 製 の ブッ シュ を 圧入 。 フ ラン ジ 部 分 も 最適 な 寸法 で 設計 され て いる 。 


横浜 ゴム 株 式 会 社 https://www.yokohamawheel.jp 
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増え て きた 、 チー ム と “と も に 戦う "レー スク イー ン 。 


人 キッ ト を 所 狭し と 、 新 た な チャ レン ジ を 行なう 
彼女 た ちの 情熱 に 迫っ た 。 


MY/e)R 0 に ) 
リア ライ ズ ガ ー ル ズ / Mamina 0da 


者 田 


呈 ま ガ ド 


ー ス クイ ー ン を 目指 す 理 由 と し て 、 モ ー 
レー スポー ッ 好 き が 高じ て 始め る 人 も い 
れ ば 、 芸 能 界 を 目指 し その 足がかり と し て 活動 
する 女の子 も いる 。 た だ 、 そ と で 出会っ た 関係 
者 の 温か さ に 触れ 、 気 が つく と サー キッ ト が 自 
分 の 居場所 と な っ て いる 人 も ゃ も 多い 。 リ アラ イズ 
ガー ルズ の 織田 真実 那 さ ん も その ひと り だ 。 

「 東 京 で 芸能 活動 が し た く て 大 阪 か ら 出 て きま 
し た 」 と いう 織田 さん 。 メ イド 喫茶 勤務 や 横浜 
DeNA ベ イス ター ズ で チア リー ダー を 和 務め る な 
ど さ ま ざま な 経歴 を 経て 、2017 年 か ら レ ー ス 
クイ ー ン 活動 を 始め る 。「 最 初 の お 仕事 は D1 だ 
っ た ん で すけ ど 、 と に か く 寒く て 。 と ん な KC 極 
寒 の 中 で や る 仕事 な ん だ ! と 思い まし た 。 あ 
と ヒー ル が 高い の で 、 足 が 痛い の が 大 変 で し た 
ね 」 と 、 最 初 は 驚き と 戸惑い の 連続 だ っ た そう 。 
同じ よう な 経験 を し て 、1 年 で 業界 を 去っ て 


いっ て し まう 人 も ゃ 少な く な い の が 実情 だ が 、 そ 
と で 織田 さん を 救っ た の が KONDO RACING だ 
っ た 。「 は じ め は 何 も 分 か ら な い ぃ 状態 で し た けど 、 
同じ チー ム の 先輩 お かい ろ い ろ と 教え て くれ て 、 
チー ム の 皆さん も 優し くも の すご く 助 け て いた 
だ いた と いう の が 大 きか っ た で す 」。 

その 後 は レー スク イー ン 界 で も 有名 な ユニ ッ 
ト の 一 員 を 務め 、 一 躍 脚光 を 浴び る 存在 に な っ 
た が 、 今 で は 再び KONDO RACING の レー スク 
イー ン と し て サー キッ ト に 立っ て いる 。 

「 スーパ ーGT も スー パー フォ ー ミ ュ ラ も 2 台 
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ー 叶 人 A 人 は 民生 の 人 4| 中 fi 人 YT デ ーー ゴヤ 


auto sport 


知弘 (Tomohiro Yoshita) Photo 


渕 悟 (Satoru Tabuchi) 


参戦 し て いる 中 で 、 ど ちら か の 結果 が 良く な い 
と き と い う の は どう し て も あり ます 。 だ けど 、 
そう いっ た と き に 『 居 づら いな 』 と いう 空気 に 
な ら な いん で す 。 ま た 、GT で は 学生 の 皆さん 
に 現場 で の 作業 に チャ レン ジ し て も ら っ た り と 、 
これ か ら 活 躍 し て いく 人 た ち を 応援 し て も いま 
す 。 そ うし た 状況 は 羨まし いと いう か 、 私 ゃ 環 
講 が 異な れ ば バッ クア ッ プ を する 仕事 を し た か 
っ た な と 思う くら い の チ ー ム で す 」 

好き (に な れ ば な る ほど 、 チ ー ム と と も ゃ も KC 一 喜 
一 愛す る 機会 も 増え た 織田 さん 。 自身 の SNS に 
も 、 レ ー ス 時 の 情報 発信 に は 喜 稀 哀 楽 な 表現 が 
あふ れ て いる 。 今や KONDO RACING に なく て 
は な ら な い ム ー ド メー カー だ 。 


レー ス 

サー キッ ト に 来 て いろ い 
ろ な 活動 を する 中 で 、 私 
に と っ て は “青春 だ な " 

と 感じ て いま す 。 皆 さん 
と 一 緒 に 喜ん だ り 悔 し ん 
だ り 気 持ち を 共有 で き て 、 
チー ム に 寄り 添っ て いる 
の か な と 感じ る こと が 多 
く て 私 も 嬉し いで す ! 


三重 県 出身 身長 163cm 金 2017 年 「 フ ォ ー ラ ム 
エ シ ンジ ニア リン グ ギ ャ ル 」 と し て レ 参 スク イ だ た ン 
ビュ ー。18 年 が ら 2 年 間 [ドリ フト エン ジェ ルズ | 
の メン バー と し で 活動 じ 、2000 年 か の は スー パー フ 
ォ ー ミ ュ ラ や スー パテ 耐 久 に 活躍 の 場 を 広げ る 。 

「 リ アラ イズ ガー ルズ 」 に は 3 年 連続 で 抜 握 さ た 
Twitter : twitter.com/mamihamu7 

Instagram : instagram.com/omamechan_m/ 
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。 較 ジ ムカ ー ナ の SA 車両 は 、 規定 に より ロー ル が が 
ー を 装着 する 。 軽 量化 に こだわ る た め 、 開 還 主 
低 限 の 4 点 式 を 装着 。 回 必要 最低 限 の 装備 で ま 
と め ら れ た コク ピッ ト 。 ナ ン バ ー 付 き GR 請 症 届 
で は 珍し い エ アコ ン レ ス 仕 様 だ 。 回 シー ト は 運 
転 席 、 助 手 席 と も ブリ ッ ド の ZERO-CS を 装着 8 
助手 席 の バケ ッ ト シ ー ト 化 も 、 軽 量化 の 語 遇 紀 

、 還 エン ジン 本 体 は ノー マル 、 エ アク リー 才 語 天 
ックス を レボ リュ ーション 製 の カー ボン 依 類 還 
クシ ョ ン ボ ックス に 交換 。 回 回 サ スペ ン シ ョ 
ン は 前 後 と も オー リン ズラ ボカ ロッ ツェ V 了 
の ダン パー を ベー ス に 、 フ ロン ト に へ 用 人 還 較 
ヤ に ハル スプ リン グ の スプ リン グ を 装着 。 回 回 
プ ブレー キ は キャ リ パ ー、 ロ ー タ ー、 パ 2 還 詳細 衣 
ADVICS 製 で 武装 。 


DL※※BRIDE 交 ADS ヤ リス SPEC. 信 ペ ー ス 車両 : ト ヨタ GR ヤリ ス (4BA-GXPA16) 、 欠 ダ ン パ ー: オ ー リ ンズ ラボ カロ レボ リュ ーション カー ボン イン ダク ショ ンク リー ナー 倫 排 気 系 : フジ ツボ A-RM 人 

シシ シシ シシ トニ ドニ ”" ホ ぬ ポ ニ に ら (ニー ま つ ・ ッ ツ ェ リ ア 夫 ス プリ ング :F ハ イ パ コ (15K) プ R ハ ルス プリ ング (15K) 氏 ブ ッシュ : ECU: 純正 置き 換え 久 ロ ー ル バー:GR パ ー ツ リヤ 4 点 式 鍛 シ ー ト : ブリ ッ ド 
クス コピ ロブ ッシュ (一 部 ) 錯 LSD: FR GR パー ツ (F:1WAY プ R: 2WAY) 倫 XXERO CS シー ト ベ ルト :SCHROTH6 点 式 葵 フロ ント バン パー:C-WEST 
ブレ ー キ ロー ター:ADVICS F: ゅ 332-30VR:e320-22V 氏 ブ レー キキ ャ リ パ ー 鍛 ボ ン ネ ッ ト : オリ ジ ナ ル 鍛 ホ イー ル : レイ ズ ZE-40 F:10JX18 十 35/R:8.5JX 
:ADVICS F: 4POT/R: 2POT 、 氏 ブ レー キバ パッド :ADVICS 開 発 品 食 吸 気 系 : 18 十 42 鍛 タ イヤ : ダ ン ロ ッ プ 03G S5 F:265/35R18/R:235/40R18 
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の に 2 。 / SN の. し ーー こ いち 5 
人 る > 前 末 り 旧 の 6 “ | 2023 年 は B 車 両 と SC 車両 が 対 崎 
注 ま 津 力 的 リ 請 国 ナン バー 付き の SA 車両 と ナン バー な し の SC 車両 が 対 財 す る 全日 本 
同窓 川本 民 1 ジム カー ナ JG1 ク ラス 。22 年 シー ズン は 、 ラ ン サ ー 時 代 か ら ライ バ 
が モ “ ツ は ス ル 関 係 に ある 竣 井 将 文 の ラテ ランサー エボ リュ ーション X が シー ズン 2 
集 守 290 5 し 勝 を 挙げ チャ ン ピ オ ン を 獲得 。 菱 井 は 来年 、GR ヤ リス に 乗り 換え る 。 
ま 。 イプ 電 た だ た で イン プレ ッ サ 22B を 模 し た SC 車両 を 投入 し た 大 橋 渡 は 津川 と 同じ く 
る フ まつ 両 く シー ズン 2 勝 を 挙げ た が 、 2 位 入 賞 回 数 の 差 で シリ ー ズ 2 位 に 。 
" ア 代 な 人 代 る 
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GT500 CHAMPION 


維 集 編 
し ! CALSONIC 


2022-2023 MP 
大 願 成就 


TEAM IMPUL が 


「 の ペ ふ 
ピー エーーーー ャ 、 ae 27 年 ぶり の 戴冠 
h Ne GT500 
CHAMPION MACHINE GALLERY 
【CHAMPION'S INTERVIEW)】 
平 峰 一 中 X ベ ルト ラン ・ バ ゲッ ト 
GT500 テ クニ カル ・ レ ビュ ー 
ペ pp タイ ヤ ウ ォ ー ズ の 結末 


sn 間 、 
= N ww 
SN oe る 
Ss みい 
い NT 名 
い N 
Lu 


GT300 CHAMPION 
REALIZE NISSAN 
MECHANIC CHALLENGE GT-R ん 


土 座礁 選 


ト ご 7” < っ 0 『 選 ン ーー デ / 
/ ' < ぎ デー YY” ナニ 品 PTN = ッ = 間 と メリ 
登 跡 を 呼び 込ん だ 月 還 で ン g ーッ ロ / と と ご 4 e) も の 「 ト 
ag 2 デ | pp ちら Na = = - と ' 
\ ) アデ SS ジ 
GT300 シー ニン ce と - 。 障 
「 で < 0 1 
SEASON REVIEW 「 


【CHAMPION'S VOICE】 * 
藤波 清 斗 デジ ョ アオ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラ 過 
王者 の メカ ニズム 


アア アマ 


LLz 
の 
し - 


全 43 チ ー ム & る 全 8 戦 パー フェ クト デー タ 。 


2022-2023 う スー パーGT 


$$ る ぐる ーー 通販 な ら 
み \ NM ゃ $ の ふ 送料 無料 
/ バ 華 ア / ご 購入 は こち ら か ら 


12 月 22 日 ( 木 ) 発 売 定価 :1650 円 A1 サ イズ 特大 ポス ター [CALSONIC IMPUL Z] 


ご 注文 
ーー ANJI- 時 | WEB:WWW.Sun-a.COm お 問い 合わ せ : 株 式 会 社 三栄 ・ 販 売 部 
ヒロ RP ロ RATION @TEL:03-5357-8802 平日 10.00~17:30 TEL.03-6773-5250 (平日 10:00 一 17:30) 


@FAX:03-5357-8803 24 時間 受 付 


ーー 


スト が 
の よい > に ご 束 
の 
Il5okki 


Collikng 


1 8 4 MellO。 . 


せ 由 
IN 


ば 
か 


ニ ユ ニ 革 中 


プロ M 滞 婦 一 2 ば せ 選 一 ユー 


OSI 叶 消 汗 ri ざい 


か 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
呈 チ リズ スト 。 が な り の ピー ル マ ニ ニア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 


oO 


ー リ 499P に 多く の 注目 が 集まっ て 
旧記: の に 92 の 
を 狙っ た LMH マ シン は 、 ほ と ん ど 注 目 を 浴び 
て いな い 。 し か し 、 そ の マシ ン は デビ ュー 前 か 
ら か な り 物 議 を か も し て いる 。 

この マシ ン を 手がけ る バイ コレ ス に よる と 、 
ヴァ ン ウ ォ ー ル ・ ヴ ァ ン ダー ベル LMH は 完全 
な る 新設 計 で 、 ホ モロ ゲー ショ ン も 満た し て い 
の どい ゆう 。 だ が か が 、 か なり 吉 いり チ ザ イン る ペー ス 
に し て いる よう な 印象 を 受け る 。 は っ きり と 確 
旨 で G き が あい が 、 モ ノノ ヨック が と が 2019 年 に 実 
戦 デ ビュ ー し た ロー タス T128 と いう LMP2 マ 
シン と 同じ よう に 見 える か ら だ 。 バ イコ レス は 
この マシ ン を アッ プ デ ー ト し な が ら 使 用 し 、 
LMP2 お よび LMP1 ク ラス に 参戦 し 続け た 。 

と ころ が 、 ハ イ パ ー カ ー ク ラス が 設立 され た 
こと で バイ コレ ス は 問題 に 直面 する 。 規 則 に は 
“WEC の ハイ パー カー カテ ゴリ ー に 参戦 を 希望 

る 競技 者 は 、 自 動車 ブラ ンド の 名 前 を 冠 し 
IwaigrP 人 の 
と 明確 に 記さ れ て いる 。 純粋 な プラ イベ ー タ ー 
で ある パイ コレ ス に は メー カー の 支援 が な く 、 
既存 ブラ ンド の マシ ン と は 言え な か っ た 。 

この 問題 に 気づい た 創始 者 の コリ ン ・ コ レス 
は 、 ブ ラン ド 名 に “使え そう な メー カー" を 探 
し 、 欧 州 で か な り 長 期間 ヴァ ン ウ ォ ー ル が 使わ 
れ て いな いこ と を 察知 。 コ レス は その 名 前 を 用 
KC、 マ シン を ウ ァ ン ウ ォ ー ル ッッ ツァ ンタ ダー ベ 
ル LMH と 命名 し た 。 と ころ が 、 そ れ が 大 問題 


Translation ⑱ 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo ⑱ byKolles 
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TO ビィ ニョ 
ー 


で ーーー さ ーー 


名 称 を めぐ っ て トラ ブル に な っ て いる バイ コレ ス 製 マシ ン 。 ヴ 

ァ ン ウォ ー ル の 創設 者 の 名 前 が 絡ん で いな いか の よう に 思わ 
単なる “ヴァンダー ベル LMH" へ と 名 称 変更 が 
能 性 も ある よう だ 。 


せる た め に 、 
行なわ れる 可 


を 引き 起こ し た 。 た し か に ブラ ンド その も の は 
“商業 活動 を し て いな い "” と みな され た が 、 実 
は 英国 の ある 会 社 が 商標 権 を 保有 し て いて 、 
03 年 以来 何 台 か の 市 販 車 版 も 含め た 往年 の ヴ 
デジ ウォ オー ル の レー スカ ー な ど を 有 調 現 し て いた 。 
重要 な の は 、 こ うし た クル マ が それ まで に 登 1 
され た 唯一 つり ヴ ァ ン ウォ ー ル の 市 販 車 だ と いう 
こと 。 バ イコ レス が ヴァ ン ウ ォ ー ル の 名 前 を 掲 
げ る こと に 関し て 、 そ の 企業 と バイ コレ ス の 間 
で 、 訴 訟 に 発展 し て いる 。 
“自動 車 メ ー カ ー と の リン ク " を 作る た め 
イコ レス は LMH カ ー の 市 販 車 を 製作 、 販 売 す 
る こと に し た 。 バ イコ レス が メー カー と し て の 
承認 を 得る た め に は 、 ク ル マ を 何 台 か 販売 し 
正規 の 市 販 車 を 登録 し な けれ ば な ら な い 。 た だ 
し 、 ド イツ で の ロー ド テ スト に 登場 し た マシ ン 
了 非常 に 厳し い TUV 試 験 に 合格 す 
可能 性 は か な り 低 そう だ 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


EE 日 遇 回 回 四 for Readers 


SPARK 1/43 F1 ミ ニカ ー 

Brabham BT60 YAMAHA Japanese GP 1991 5th 1 名 様 
1991 年 の み と な っ た ブラ バム と ヤマ ハ の 提携 。 前 半 戦 は リタ イア が 続 
いた が 、 人 徐々 に 信頼 性 を 確保 。 マー ティ ン ・ ブ ラン ドル に より 5 位 に 
// , 入賞 し た 日 本 GP 仕 様 の BT60 1/43 ス ケー ル モ デ ル を 1 名 様 に 。 

提供 : ガレ ー ジ ロム URL : https://romu-romu.com 


her We Made ITO 『 


| 2 | 
1 ハセ ガワ 1/24 ス ケー ル 
トヨ タ ・ セ リカ 1600GT 
勝田 足元 選手 サイ ン 入 り TGR T シ ャ ツ “1973 年 全日 本 


富士 1000km レ ー ス "1 名 様 


1973 年 の 全日 本 富士 1000km レー 
ス で 総合 3 位 に 入賞 し た トヨ タ ・ 


M サ イズ 、L サ イズ 各 1 名 様 


地元 も 地元 、 愛 知 県 & 岐 阜 県 に て 開催 
され た ラリ ー ジ ャ パン に お いて 見 事 3 


位 表彰 台 を 獲得 し た 勝田 貴 元 選手 の サ セリ カ 1600GT の プラ モデ ルキ ッ 
イン 入り TGRT シ ャ ツ を 、M、L サイ ト 。 ド ライ バー の ひと り は 現 ト ム 便 
ズ 各 1 名 様 に 。 提供 : ト ヨタ 自 動車 ” ス の 針 信 秀 会 長 。1 名 様 に 。 | 
応 基 方法 補 め 切り ジラ の の ーー 
SDC9C38SRS866259B 2022 年 は 介 で きま https://id.san-ei-corp.co.jp/top/ 回線 回 
AN こ ヽ Ni 時 民代 赴 トナ ーー 1 っ 
オン ライ ン 応 募 締 め 切 り : 2022 年 12 月 27 日 ( 火 ) 中 
I 


名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 


記し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の オン ライ ン 応 募 コー ド : as1579 


12 月 28 日 ( 水 ) 


番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 有効 

三 レバ 電王 | ゞ イエ ヽ 

SES あて 先 PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 英 社 が 運営 する 『 三 栄 ID』 か ら お 願い いた し ます 。 上 に 

④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑥⑤ 好 き な  〒163-1126 掲載 の OR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
思 放 9 S SMICEIUOGSE 事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


ドラ イ バ ー、⑯ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
っ 2 HUESGG5obcSUUCGGKSNA 


ーHt ふ ざさ 
カゴ 


本 デー ポー こい ミー 
W 
スー 史 叶 栓 い つ い 


誠 閣 | トー 
蝶 閣 Ni ロ ん ー ミ リー 


り ま ご Sr+ 陳 


2023 年 2 月 号 No.1580 特別 定価 1300 円 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
292ED2325570 大 326 

(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 幼 集 部 
「1579 号 プレ ゼン ト ] 係 


私 が 好き な マシ ン 
@ マ クラ ー レ ン MP4/4 性 能 が 素晴らし か っ た の で 
9520 っ 匿名 さん 
念 私 の 好き な クル マ は GR ヤリ ス H2 で す 。 水素 で 走 
る の で 静か な の か な と 思っ た ら 普 通 に エン ジン 音 が 
7SCONGGCOKSSK く S り 2 の 2 に 48295 ソウ タ さ ん 
@BAR006 ホ ンダ (2004 年 ) で す 。 佐藤 球 磨 選手 の フ 
ロン トロ ウ 、 ア メリ カ GP 3 位 と 、F1 で 日 本 人 の 優 
勝 する 日 が 近い と 思っ た 時 の マシ ン だ か ら で す 。 
シュ ウ セ イ さ ん 
スバ ルイ ンプ レッ サ 555(Gr.A) 555 カ ラー が か っ 
こよ か っ た の は も ちろ ん 、 見 た 目 が 同じ 市 販 車 が 買 
える の が 上 魅力 で し た 。 マコ ト さ ん 
カス トロ ー ル トム スス ー プ ラ は 、 初 め て 知っ た ハ 
9 時 Sg ヨウ スケ さん 
価 シ ルレ ルク カッ ト ジ ャ ガーXJR-9。 な ん か カッ コ よ か 
っ た 。 忘 れ ら れ な い 1 台 。 まつ けん ろ ー さ ん 
介 ス ー パ ー ア グリ ホン ダ SA07 で す 。 赤 白 の カラ ー リ ン 
グ が か っ こ 良 か っ た ! 個人 サポ ー タ ー と し て リヤ エン ド 
プレ ー ト 内 側 に 自分 の 名 前 が 入り 世界 中 の コー ス を 走 
り 大 変 思い 入れ の ある マシ ン で す 。 ミツ ヒロ さん 
一 皆さん 、 好 き な マ シン を あり が と う ご ざ いま し た 。 
や は り フ ァ ン に な っ た きっ か け の マシ ン が 印象 に 残 
27G(349 を SYNCKE2CSOD ロ ジン 8 Ri222 王 
ト が 今 、 手 元 に ある と か 。 時 間 が 経過 する ほど その 
重み が 増し そう で す 。 


= 
N 


炊 
月 一 」 
28 オ 
ト 
ス 


中 潤 ( 逐 ) 還 


い 
C: 


ー 斗 


| 


人 ペ 持 列 付録 設定 の た め 特 別 定価 と な り ま す 
※ 企 画 内 容 は 変更 に な る 場合 が ンー ざ い ょ す 


\ 味 
from 回 目 回 円 曲目 


| メッ セー ジ 募 集 し ます 


@8 月 号 に 掲載 され た ヤリ ス 100 番 で す 。 先日 交差 点 
で 物 損 事 故 を し ちゃ いま し て 愛車 の 100 番 ヤリ ス が 
廃車 の 運命 に な り ま し た 。 せ っ か く 御 社 の ステ ッ カ 
ー 貼 っ て AP、 鈴鹿 と 参戦 し た の に 。 し か し 私 は 諦め 
26 が 3 まま ED50S は に GBSS2SS26 ウ ラム 
CVT を 購入 し 、 西 日 本 シリ ー ズ 最終 戦 岡山 に 出場 し 
ます 。 わ が まま な 私 に ステ ッ カ ー 下 さい 。 ち な み に 


JAF 戦 140 戦 目 に な り ま す 。 ヤリ ス 100 番 さん 
一 最終 戦 に 問 に 合わ な いか も し れ ま せん が ステ ッ カ 
ー ご 送付 させ て いた だ きま す 。 今度 こそ ご 安全 に ! 
From READERS ヘ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ い 
まし た 。 次 号 の お 題 は 「 今 シー ズン の 観戦 記 ] で す 。 
この レー ス の ココ に 感動 し た 。 こ の 観戦 ポイ ント が 
面白 か っ た な ど 、 観 戦 に まつ わる エピ ソー ド や 感想 、 
自慢 な ん で も けっ こう で す 。 ま た お 題 と 関係 な い コ 
SS うつ SS 

プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て いた だ い 
て も けっ こう で すし 、as-web(https://Www.as- 
web.jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付け ま 
す 。 ト ッ プ ペー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 合わ せ 」 を 
クリ ッ ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい 
て | を 選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 ]」 へ | メッセー 
ジ 掲 載 希望 ] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 も 
し く は ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ の 財 メ ッ セ ー 
ジ 文 末 に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は 
オー ドス ポー ツ 特 製 ス デッカ 三 を 信 在 し ます 5 
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MAKUHARI 
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219 


IRL 


nh 。 先端 の ギア ・ ラ イフ スタ イ 
【 | 目 、 ル ・ 観 光 ・ 乗 り 物 ・ エ コロ 

ジー を 体験 で きる 、 大 博覧 会 。 東京 オー 
ト サ ロ ン の チケ ッ ト を お 持ち の 方 は アウ 
トド アシ ョ ー 会 場 へ の 入場 も 可能 で す 。 


0 国際 展示 場 ホ ー ル 1 1 (予定 ) 


7OWYW ATD LRW -- 


TeYeUr Lo 


長坂 有紗 


な が さか あり さ 


「 ] YKTC AU7O 3 所 


マリ ー 朝倉 咲 彩 


は な の い み あお じい まり 一 あさ くら さあ や 


1.13 FRI 14:00-19:00 \40008 | 甘 
an | 1.14sAT 9:00-19:00 \3.0008 | ua 
1.15 suN 9:00-18:00 \3.0008 | em 


※ イ ンタ ーネット 事前 販売 の み と な り ま す (販売 状況 に より 、 当 日 販売 を 行う 場合 が あり ます )。  ※ 各 日 と も 再 入場 可 
※ デ ジタル チケ ッ ト の み と な り ま す (iOS/Android ス マー ト フ ォ ン 端末 が 必要 で す ) 。 ※ 障 害 者 割引 あり 
※ 購 入 時 に は 三栄 ID へ の ど ご 登録 (無料) が 必要 で す ( 取 り 扱い : 三 栄 チ ケット サー ビス ) 。 


チケ ッ ト 購 入 、 最 新 情報 は 公式 Web サ イト で 


高校 生 以下 


東京 オー ト サ ロ ン の 出展 者 と クル マ 
ファ ン を つなぐ 、 ク ル マ と カス タマ イズ 
の 情報 ボー タル サイ ト 。 出展 者 の お 気 
に 入り 登録 で 、 新 製品 情報 な ども 受け 
取れ る 、 ク ル マ フ ァ ン 
に と っ て も う ひ と つの 
オー ト サ ロ ン で す 。 


[ 業 会 (JAMA) ノ ー』 


木工 しぶ ーー 
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受注 セン ター TEL:048-988-6011 FAX:048-988-7651 販売 部 TEL:03-6773-5250 
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